
一

「
メ
ル
ヒ
ェ
ン
と
宗
教
教
育
」（
3
）

﹇ 

研
究
ノ
ー
ト 

﹈

「
メ
ル
ヒ
ェ
ン
と
宗
教
教
育
」（
3
）

佐
々
木
　
勝
彦

三
　
野
口
芳
子
、
奈
倉
洋
子

　
『
グ
リ
ム
童
話
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
全
二
百
十
一
話
の
な
か
で
、
魔
女

に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
の
は
二
〇
話
で
す
。
し
か
し
こ
の
他
に
「
男
の
魔

女
」
の
話
も
あ
り
、
魔
女
と
い
う
言
葉
は
、
男
女
の
性
別
を
越
え
た
包
括
的

な
意
味
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

本
項
で
は
、
こ
の
「
魔
女
」
に
つ
い
て
ま
と
ま
っ
た
論
考
を
展
開
し
て
い

る
、
野
口
芳
子
著
『
グ
リ
ム
童
話
と
魔
女 

―
― 

魔
女
裁
判
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
視
点
か
ら 

―
―
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
二
年
） 

の
第
一
部
と
、
名
倉
洋

子
著
『
グ
リ
ム
に
お
け
る
魔
女
と
ユ
ダ
ヤ
人 

―
― 

メ
ル
ヒ
ェ
ン
・
伝
説
・

神
話 

―
―
』（
鳥
影
社
）
を
中
心
に
、
い
わ
ゆ
る
「
魔
女
問
題
」
に
関
す
る

研
究
成
果
を
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
執
筆
の
時
点
で
、
野
口
芳
子
は
武
庫
川
女
子
大
学
文
学
部
の
教
授
、

そ
し
て
名
倉
洋
子
は
京
都
教
育
大
学
の
教
授
で
あ
り
、
二
人
と
も
グ
リ
ム
兄

弟
と
そ
の
著
作
に
つ
い
て
多
く
論
考
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

 （
1
）　
野
口
芳
子

　

野
口
芳
子
著
『
グ
リ
ム
童
話
と
魔
女 

―
― 

魔
女
裁
判
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の

視
点
か
ら 

―
―
』
は
、
そ
の
副
題
が
示
す
通
り
、
歴
史
上
の
「
魔
女
裁
判
」

と
K
H
M
に
登
場
す
る
「
魔
女
」
の
関
係
を
、特
に
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
社
会
学
」

の
視
点
か
ら
分
析
し
て
い
ま
す
。
そ
の
目
次
は
、
第
一
部
「
グ
リ
ム
童
話
の

な
か
の
魔
女
」、
第
二
部
「
現
実
の
歴
史
の
中
の
魔
女
」、
第
三
部
「
グ
リ
ム

童
話
の
魔
女
と
魔
女
狩
り
の
魔
女
被
告
」
の
三
部
か
ら
構
成
さ
れ
、
さ
ら
に

第
一
部
は
三
章
か
ら
、
第
二
部
は
四
章
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
各
章
の

表
題
は
次
の
通
り
で
す
。
第
一
部
・
第
一
章
「
女
の
魔
女
（H

exe

）
が
現

れ
る
話
」、
第
二
章
「
男
の
魔
女
（H

exenm
eister

）
が
出
現
す
る
話
」、
第

三
章
「
グ
リ
ム
童
話
の
中
で
魔
女
以
外
で
魔
術
を
使
う
人
び
と
」、
第
二
部
・

第
一
章
「
古
代
の
魔
女
信
仰
」、
第
二
章
「
近
世
の
「
新
し
い
魔
女
」」、
第
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二

三
章
「
魔
女
狩
り
の
犠
牲
者
」、
第
四
章
「
害
悪
魔
術
を
使
う
魔
女
」。

　

本
書
に
お
い
て
個
別
に
言
及
さ
れ
て
い
る
童
話
の
数
に
着
目
す
る
と
、
第

一
部
・
第
一
章
「
女
の
魔
女
が
現
れ
る
話
」
に
は
二
〇
話
、
第
二
章
「
男
の

魔
女
が
出
現
す
る
話
」
に
は
五
話
、
そ
し
て
第
三
章
「
グ
リ
ム
童
話
の
中
で

魔
女
以
外
で
魔
術
を
扱
う
人
々
」
に
は
一
四
話
が
、
そ
れ
ぞ
れ
収
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
本
項
で
こ
れ
ら
す
べ
て
の
内
容
を
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、あ
ら
か
じ
め
そ
れ
ら
の
作
品
名
と
K
H
M
の
番
号
を
挙
げ
て
お
き
ま
す
。

本
書
に
は
索
引
が
つ
い
て
い
な
い
た
め
、
今
後
、
個
別
的
作
品
の
内
容
を
検

討
し
よ
う
と
す
る
際
に
、
そ
れ
ら
は
き
っ
と
役
立
つ
は
ず
で
す
。

　

第
一
部
・
第
一
章
「
女
の
魔
女
が
現
れ
る
話
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、

次
の
二
〇
話
で
す
。
括
弧
の
な
か
の
数
字
は
K
H
M
の
番
号
で
す
。「
か
え

る
の
王
様
」（
1
）、「
兄
と
妹
」（
1
1
）、「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」（
1
5
）、

「
な
ぞ
な
ぞ
」（
2
2
）、「
ブ
レ
ー
メ
ン
の
音
楽
隊
」（
2
7
）、「
ト
ル
ー
デ

お
ば
さ
ん
」（
4
3
）、「
六
羽
の
白
鳥
」（
4
9
）、「
め
っ
け
ど
り
」（
5
1
）、

「
恋
人
ロ
ー
ラ
ン
ト
」（
5
6
）、「
二
人
兄
弟
」（
6
0
）、「
千
枚
皮
」（
6
5
）、

「
黄
金
の
子
ど
も
」（
8
5
）、「
青
い
あ
か
り
」（
1
1
6
）、「
キ
ャ
ベ
ツ
ろ
ば
」

（
1
2
2
）、「
森
の
中
の
老
婆
」（
1
2
3
）、「
鉄
の
ス
ト
ー
ブ
」（
1
2
7
）、

「
白
い
花
嫁
と
黒
い
花
嫁
」（
1
3
5
）、「
森
の
家
」（
1
6
9
）、「
泉
の
そ

ば
の
ガ
チ
ョ
ウ
番
の
女
」（
1
7
9
）、「
太
鼓
た
た
き
」（
1
9
3
）。

　

第
二
章
「
男
の
魔
女
が
出
現
す
る
話
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
次
の
五

話
で
す
。「
フ
ィ
ッ
チ
ャ
ー
鳥
」（
4
6
）、「
大
泥
棒
と
そ
の
師
匠
」（
6
8
）、

「
黄
金
の
山
の
王
様
」（
9
2
）、「
う
つ
ば
り
」（
1
4
9
）、「
大
男
と
仕
立

て
屋
」（
1
8
3
）。

　

第
三
章「
グ
リ
ム
童
話
の
中
で
魔
女
以
外
で
魔
術
を
扱
う
人
々
」（
1
）「
各

話
の
紹
介
と
解
釈
」
で
は
、「
魔
術
を
扱
う
人
び
と
」
の
話
が
さ
ら
に
次
の

五
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
① 

「
魔
女
術
を
使
う
人
の
話
」、

② 

「
女
の
魔
術
師
の
話
」、
③ 

「
男
の
魔
術
師
」、
④ 

「
上
記
の
者
以
外
で
魔

法
を
扱
う
人
が
現
れ
る
話
」、
⑤ 

「
賢
女
が
現
れ
る
話
」
の
五
つ
で
す
。
そ

し
て
各
項
目
に
は
、
次
の
よ
う
な
話
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

①　

 「
白
雪
姫
」（
5
3
）、「
子
羊
と
小
魚
」（
1
4
1
）。

　

②　

 「
ラ
ン
プ
ツ
ェ
ル
」（
1
2
）、「
ヨ
リ
ン
デ
と
ヨ
リ
ン
ゲ
ル
」（
6
9
）、

「
六
人
の
家
来
」（
1
3
4
）、「
水
晶
玉
」（
1
9
7
）。

　

③　

 「
歌
う
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
雲
雀
」（
8
8
）、「
ガ
ラ
ス
の
棺
」（
1
6
3
）。

　

④　

 「
黄
金
の
鳥
」（
5
7
）、「
蜜
蜂
の
女
王
」（
6
2
）、「
恐
い
も
の
し

ら
ず
の
王
子
」（
1
2
1
）、「
い
ば
ら
姫
（
眠
れ
る
森
の
美
女
）」

（
5
0
）。

　

⑤　
 「

一
つ
目
、
二
つ
目
、
三
つ
目
」（
1
3
0
）、「
池
に
住
む
水
の
精
」

（
1
8
1
）。
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三

「
メ
ル
ヒ
ェ
ン
と
宗
教
教
育
」（
3
）

　
第
一
部
・
第
一
章
　「
女
の
魔
女
（H

exe

）
が
現
れ
る
話
」

　
（
1
）　

 「
各
話
の
紹
介
と
解
釈
」
―
― 

本
項
で
は
、
全
二
〇
話
の
な
か
か

ら
五
つ
の
話
を
選
び
、
そ
の
解
釈
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
蛙
の
王
様
」（K

H
M

 1

）

　

で
は
早
速
、「
蛙
の
王
様
」（K

H
M

 1

）
の
ケ
ー
ス
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

著
者
は
ま
ず
、
初
稿
（
手
書
き
原
稿
）
か
ら
決
定
版
に
い
た
る
ま
で
の
各
版

の
特
徴
を
ド
イ
ツ
語
の
原
文
に
当
り
な
が
ら
検
討
し
、
第
四
版
ま
で
登
場
し

な
か
っ
た
魔
女
が
、
第
五
版
（
一
八
四
三
年
）
に
な
っ
て
突
然
現
れ
、
そ
し

て
そ
れ
以
後
定
着
し
て
行
く
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
こ
の
部
分
は
ヴ
ィ

ル
ヘ
ル
ム
・
グ
リ
ム
に
よ
る
加
筆
で
あ
り
、
著
者
は
こ
の
加
筆
の
意
味
を
そ

の
類
話
か
ら
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
類
話
の
な
か
に
は
、

結
婚
後
、
王
子
が
浮
気
を
し
て
王
女
の
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う
と
い
う
後
日

譚
が
つ
い
た
も
の
も
あ
り
、
元
来
こ
の
説
話
は
「
結
婚
＝
ハ
ッ
ピ
ー
・
エ
ン

ド
」
で
終
わ
る
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ス
ラ
ブ
地
方
の
類
話
に
は
、

蛙
が
蛇
や
ザ
リ
ガ
ニ
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
多

産
・
豊
穣
・
性
欲
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・

グ
リ
ム
に
よ
る
こ
の
加
筆
は
、
こ
れ
ら
の
キ
リ
ス
ト
教
以
前
の
民
間
信
仰
、

豊
穣
信
仰
を
キ
リ
ス
ト
教
の
枠
組
み
の
な
か
に
抑
え
込
む
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
ま
た
類
話
に
お
い
て
魔
法
を
解
く
鍵
は
、
キ
ス
を
す
る
、
添
い
寝

を
す
る
、
首
を
は
ね
る
こ
と
に
あ
り
、
こ
れ
を
決
定
版
の
内
容
と
比
較
す
る

と
、
た
と
え
親
の
命
令
で
あ
ろ
う
と
も
、
意
に
沿
わ
な
い
独
身
の
相
手
と
性

交
渉
を
も
つ
こ
と
を
明
確
に
否
定
し
た
王
女
の
行
動
は
、
極
め
て
独
自
な
も

の
の
よ
う
に
み
え
ま
す
。
し
か
し
著
者
に
よ
る
と
、
ハ
イ
ン
ツ
・
レ
レ
ケ
が

主
張
す
る
よ
う
に
、
こ
こ
か
ら
主
体
性
を
貫
く
女
性
の
姿
を
読
み
取
る
こ
と

は
行
き
過
ぎ
で
あ
り
、
む
し
ろ
時
代
の
要
請
す
る
女
性
像
が
投
影
さ
れ
て
い

る
と
考
え
る
べ
き
で
す
。
つ
ま
り
「
女
性
の
貞
操
を
非
常
に
重
視
し
た
当
時

の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
で
は
、
こ
の
王
女
の
よ
う
に
誘
惑
に
負
け
ず
、
操
を
守

り
通
せ
る
女
性
の
み
が
幸
福
に
な
る
資
格
が
あ
っ
た
」（
五
頁
）
の
で
す
。

そ
し
て
著
者
は
「
蛙
の
王
様
」
の
分
析
を
こ
う
結
ん
で
い
ま
す
。

　
「
魔
女
に
よ
り
エ
ロ
ス
の
象
徴
（
蛙
）
に
変
身
さ
せ
ら
れ
た
王
子
を
救
出

し
た
の
は
、
処
女
で
あ
る
王
女
の
毅
然
と
し
た
態
度
、
親
を
も
越
え
る
強
い

貞
操
心
で
あ
る
。
エ
ロ
ス
に
よ
る
誘
惑
（
蛙
）
を
手
引
き
す
る
の
に
魔
女
を

引
き
合
い
に
出
す
と
こ
ろ
に
、
グ
リ
ム
兄
弟
に
よ
る
近
代
化
の
手
法
が
う
か

が
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
彼
ら
が
生
き
た
「
近
代
」
と
い
わ
れ
る
一
九
世
紀
は
、

ミ
ソ
ジ
ニ
ー
（
女
性
嫌
悪
）
の
時
代
で
も
あ
り
、
そ
の
中
で
も
彼
ら
は
ス
ト

イ
ッ
ク
で
敬
虔
な
改
革
派（
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
）信
者
で
あ
っ
た
。
そ
の「
近
代
」

の
思
想
的
指
導
者
で
あ
り
、
優
秀
な
学
者
で
あ
る
グ
リ
ム
兄
弟
は
、
同
時
代

の
学
者
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
、
近
代
の
家
父
長
制
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
な
か
に

が
っ
ち
り
と
絡
め
と
ら
れ
て
い
た
。
エ
ロ
ス
の
誘
惑
と
魔
女
の
結
び
つ
き
、

こ
れ
こ
そ
が
大
学
で
ロ
ー
マ
法
の
知
識
を
身
に
つ
け
た
法
律
家
で
あ
る
「
学

識
法
曹
」
に
よ
っ
て
、
魔
女
裁
判
で
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
た
事
項
な
の
で
あ
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四

る
」（
五
頁
以
下
）。

　
「
兄
と
妹
」（K

H
M

 11

）

　

こ
の
話
の
初
稿
（
一
八
一
〇
年
）
に
は
継
母
も
魔
女
も
登
場
せ
ず
、
王
妃

に
な
っ
た
妹
を
殺
そ
う
と
す
る
の
は
姑
で
す
。
そ
し
て
そ
の
話
は
、
姑
が
王

妃
と
鹿
を
処
刑
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
で
、未
完
の
ま
ま
終
わ
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
初
版
に
な
る
と
、
魔
女
で
あ
る
継
母
が
登
場
し
、
そ
の
話
の
大
筋

は
決
定
版
ま
で
変
わ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
継
母
の
実
の
娘
の
容
貌
に
関
す
る

説
明
が
、「
夜
の
よ
う
に
醜
く
、
目
が
一
つ
し
か
な
い
」
と
い
う
表
現
に
な

る
の
は
第
二
版
（
一
八
一
九
年
）
か
ら
で
す
。
こ
の
実
の
娘
は
、
第
一
版
で

は
殺
人
に
加
担
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
第
二
版
で
は
母
親
の
継
子
殺

し
に
手
を
貸
し
て
い
ま
す
。

　

著
者
は
、
こ
こ
に
「
美
＝
善
」、「
醜
＝
悪
」
と
い
う
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
な

発
想
が
表
れ
て
い
る
と
解
釈
し
、
し
か
も
そ
れ
が
女
性
に
限
定
さ
れ
て
い
る

事
実
に
着
目
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
発
想
は
、「
産
業
革
命
が
も
た
ら

し
た
役
割
分
担
社
会
で
あ
る
「
近
代
」
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
洗
礼
を
受
け
た
」

（
八
頁
）
結
果
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
時
代
、
例
え
ば
ロ
コ
コ
時
代
（
一
七

世
紀
末
か
ら
一
八
世
紀
）
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
男
性
も
美
し
く
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
特
に
権
力
の
座
に
あ
る
男
性
は
、
整
髪
、
化
粧
、
華
美

な
服
装
、
装
飾
品
に
心
を
砕
き
、「
美
し
さ
」
に
よ
っ
て
人
び
と
の
尊
敬
を

得
よ
う
と
し
ま
し
た
。

　
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」（K

H
M

 15

）

　

こ
こ
で
は
、
魔
女
は
、
目
が
赤
く
、
極
度
の
近
視
で
、
嗅
覚
が
獣
な
み
に

発
達
し
，
人
肉
、
特
に
子
供
の
肉
を
好
ん
で
食
べ
る
、
足
腰
の
弱
っ
た
老
婆

と
し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。
初
稿
で
は
単
に
「
老
婆
」
と
な
っ
て
い
た
表
現

が
、
初
版
に
お
い
て
「
石
の
よ
う
に
年
と
っ
た
老
婆
」
と
修
正
さ
れ
、
こ
の

変
更
の
な
か
に
魔
女
に
対
す
る
強
い
蔑
視
の
感
情
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

魔
女
の
目
が
赤
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
神
話
学
あ
る
い
は
宗
教
史
の
知
識

か
ら
い
く
つ
か
の
説
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ゲ
ル
マ
ン
神
話
に

登
場
す
る
天
候
神
・
雷
神
ト
ー
ル
に
は
、
聖
獣
と
し
て
牡
ヤ
ギ
が
仕
え
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
間
に
キ
リ
ス
ト
教
が
浸
透
す
る
に
つ
れ

て
、
ゲ
ル
マ
ン
の
神
々
は
徐
々
に
悪
魔
や
魔
女
と
し
て
排
除
さ
れ
、
そ
れ
に

仕
え
て
い
た
聖
獣
牡
ヤ
ギ
も
悪
魔
の
一
族
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
時
代
が
下
る
と
、
悪
魔
は
こ
の
牡
ヤ
ギ
の
姿
で
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
そ
の
目
は
赤
く
、
さ
ら
に
こ
の
悪
魔
に
仕
え
る
魔
女
の
眼
も
赤
い

の
は
当
然
の
こ
と
と
み
な
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
魔
女
の
目
が
赤
い
こ
と
に

つ
い
て
は
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
民
衆
信
仰
で
あ
る
邪
眼
信

仰
」（
六
四
頁
）
の
影
響
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
異
教
の
神
の
忠
実
な

僕
が
魔
女
と
同
一
視
さ
れ
て
行
っ
た
他
の
話
と
し
て
は
、
北
欧
神
話
に
登
場

す
る
愛
の
女
神
フ
レ
イ
ア
に
仕
え
て
い
た
猫
の
例
が
あ
り
ま
す
。

　

嗅
覚
が
鋭
い
こ
と
は
、
魔
女
が
理
性
的
存
在
で
あ
る
人
間
よ
り
も
、
本
能
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五

「
メ
ル
ヒ
ェ
ン
と
宗
教
教
育
」（
3
）

的
存
在
で
あ
る
動
物
に
近
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
魔
女
の
人
食
の
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
、
著
者
は
、
カ
ニ
バ
リ
ズ
ム

や
古
代
の
豊
穣
神
（
女
神
）
へ
の
供
犠
儀
式
だ
け
で
な
く
、
堕
胎
や
産
児
制

限
で
赤
子
を
闇
に
葬
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
女
性
の
立
場
か
ら
考
え
る
べ
き

で
は
な
い
か
、
と
問
い
か
け
て
い
ま
す
。「
魔
女
の
「
人
食
い
」
は
、
堕
胎
、

死
産
、
流
産
、
不
妊
の
女
性
に
向
け
ら
れ
た
社
会
の
冷
酷
な
眼
差
し
、
差
別

意
識
が
生
み
出
し
た
独
特
の
象
徴
的
表
現
と
も
読
め
る
」（
一
三
頁
）
か
ら

で
す
。

　
「
な
ぞ
な
ぞ
」（K

H
M

 22

）

　

こ
こ
に
も
継
母
で
あ
る
魔
女
が
登
場
し
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
こ
の
話
が

K
H
M
に
挿
入
さ
れ
た
の
は
、
初
版
で
は
な
く
第
二
版
か
ら
で
し
た
。
し
か

も
こ
の
第
二
版
で
は
、息
子
に
毒
の
飲
み
物
を
与
え
た
の
は
魔
女
で
は
な
く
、

彼
の
両
親
で
し
た
。
そ
れ
が
「
悪
い
魔
女
の
仕
業
で
し
た
」
と
な
る
の
は
、

第
三
版
（
一
八
三
七
年
）
か
ら
で
す
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
変
更
が
必
要
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』
に
は
、
悪
い
両
親
が
頻
繁
に
登
場

す
る
こ
と
を
念
頭
に
置
く
と
、
こ
の
変
更
は
明
ら
か
に
意
図
的
な
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
悪
い
母
親
を
継
母
に
、
さ
ら
に
彼
女
を
魔
女
に

書
き
換
え
る
こ
と
に
よ
り
、
読
者
の
理
想
的
な
家
族
像
を
守
ろ
う
と
す
る
も

く
ろ
み
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
グ
リ
ム
兄
弟
は
、『
グ
リ
ム
童
話
』
を
通
じ
て
、

ビ
ー
ダ
ー
・
マ
イ
ヤ
ー
時
代
（
一
八
一
五

-

四
五
）
の
都
市
市
民
に
、
平
和

と
調
和
に
満
ち
た
家
族
像
を
提
供
し
よ
う
と
し
た
の
で
す
。

　

し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
こ
に
お
い
て
悪
役
を
演
ず
る
の
は
、

な
ぜ
男
性
で
は
な
く
、
女
性
な
の
で
し
ょ
う
か
。
著
者
は
こ
の
問
題
に
答
え

る
た
め
に
、
歴
史
上
の
魔
女
裁
判
の
記
録
（
一
五
六
三
年
、
七
月
一
二
日
）

と
当
時
の
社
会
構
造
か
ら
、
次
の
よ
う
な
事
実
を
引
き
出
し
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
こ
の
当
時
、
魔
術
は
、
血
縁
関
係
に
関
係
な
く
、
女
性
か
ら
女
性
に

伝
達
さ
れ
る
と
い
う
共
通
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
女
性
は
料
理
だ
け

で
な
く
、
食
料
の
生
産
、
管
理
全
般
に
携
わ
り
、
そ
の
労
働
力
は
家
計
を
支

え
る
う
え
で
不
可
欠
で
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
と
こ
ろ
が
女
性
の
生
産
技
術
が

向
上
し
、
そ
の
生
産
物
が
市
場
に
出
回
る
よ
う
に
な
る
と
、
男
性
職
人
は
、

そ
の
余
剰
生
産
物
に
、
魔
術
で
作
ら
れ
た
毒
が
混
入
さ
れ
て
い
る
な
ど
と

い
っ
た
非
難
を
浴
び
せ
、
女
性
を
歴
史
の
表
舞
台
か
ら
排
除
し
よ
う
と
し
ま

し
た
。
魔
女
が
登
場
す
る
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
な
市
場
か
ら
の
男
性
に
よ

る
女
性
の
排
除
と
い
う
社
会
史
的
事
実
が
あ
っ
た
の
で
す
。
こ
の
意
味
で
、

『
グ
リ
ム
童
話
』
は
一
貫
し
て
「
男
性
側
の
視
点
」（
二
三
頁
）
に
立
っ
て
い

ま
す
。

　

で
は
、
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
法
学
部
で
学
ん
だ
グ
リ
ム
兄
弟
は
、
魔
女
裁

判
の
事
例
に
精
通
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
著
者
の
答
え
は
「
イ
エ
ス
」

で
す
。
そ
れ
は
「
魔
女
的
存
在
に
関
す
る
豊
富
な
語
彙
、
概
念
別
使
用
法
に

も
よ
く
現
れ
て
」（
一
七
頁
）
い
ま
す
。
悪
い
魔
女
に
は
ヘ
ク
セ
（H

exe

）、

魔
術
を
使
う
が
悪
く
は
な
い
女
の
魔
術
師
に
は
ツ
ァ
ウ
ベ
リ
ン
（Z

au
-
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六

berin

）、
ひ
と
に
有
益
で
神
通
力
を
も
つ
賢
女
に
は
ヴ
ァ
イ
ゼ
・
フ
ラ
ウ

（w
eise F

rau

）
と
い
う
ド
イ
ツ
語
が
当
て
ら
れ
、
そ
の
使
用
法
は
版
を
重

ね
る
ご
と
に
徹
底
し
て
い
っ
た
か
ら
で
す
。

　
「
泉
の
そ
ば
の
ガ
チ
ョ
ウ
番
の
女
」（K

H
M

 179

）

　
『
グ
リ
ム
童
話
』
で
は
、
多
く
の
場
合
、
魔
女
は
老
婆
で
悪
人
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
む
し
ろ
ひ
と
を
救
う
善
人
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
判
断
を
誤
っ
て
善
良
な
末
娘
を
追
い
出
し
た
父
王
に
代
わ
っ
て
、
老
婆

は
娘
を
保
護
し
、
教
育
し
、
や
が
て
幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
た
め
の

様
々
な
配
慮
を
行
っ
て
い
ま
す
。
娘
は
、
老
婆
の
お
か
げ
で
、
美
し
さ
と
優

し
さ
と
忍
耐
力
を
兼
ね
備
え
た
若
い
伯
爵
と
出
会
い
、
最
終
的
に
幸
せ
な
結

婚
生
活
に
入
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
話
は
、「
お
ば
あ
さ
ん
が
、
み
ん

な
の
信
じ
て
い
た
よ
う
に
、
魔
女
で
は
な
く
、
や
さ
し
い
心
の
賢
い
女
の
ひ

と
で
あ
っ
た
こ
と
だ
け
は
、
た
し
か
で
す
」
と
い
う
言
葉
で
結
ば
れ
て
い
ま

す
。

　

著
者
は
こ
の
最
後
の
言
葉
の
な
か
に
、
初
期
の
魔
女
裁
判
で
問
題
と
さ
れ

た
、
魔
女
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
際
の
不
可
欠
の
要
素
、
つ
ま
り
当

該
の
魔
術
が
「
害
悪
魔
術
」
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
「
有
益
魔
術
」
あ
る

の
か
を
問
い
た
だ
す
問
題
意
識
を
読
み
取
っ
て
い
ま
す
。「
害
悪
魔
術
」と
は
、

人
や
家
畜
に
、
病
気
、
け
が
、
死
を
も
た
ら
す
魔
術
、
嵐
、
雹
、
水
害
な
ど

の
災
害
を
引
き
起
こ
し
て
、
作
物
に
害
を
与
え
る
魔
術
、
さ
ら
に
夫
婦
に
、

不
和
、
不
能
、
不
妊
、
貧
困
を
も
た
ら
す
魔
術
を
指
し
ま
す
。
同
じ
魔
術
で

も
、「
害
悪
魔
術
」
で
な
い
と
判
定
さ
れ
れ
ば
、
魔
女
と
認
定
さ
れ
る
こ
と

は
な
く
、
火
刑
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

た
し
か
に
こ
の
説
話
の
結
び
の
言
葉
は
、
こ
の
老
婆
は
む
し
ろ
「
有
益
魔

術
」
を
使
う
賢
女
で
あ
っ
て
、
魔
女
で
は
な
い
と
語
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

『
グ
リ
ム
童
話
』
に
登
場
す
る
個
々
の
魔
女
像
を
全
体
と
し
て
捉
え
る
と
き
、

一
体
ど
ん
な
魔
女
像
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
問
い

に
対
し
、
著
者
は
「
女
の
魔
女
の
話
の
ま
と
め
」
の
な
か
で
こ
う
述
べ
て
い

ま
す
。

　

害
悪
魔
術
の
行
使
を
疑
わ
れ
て
隣
人
か
ら
告
訴
さ
れ
た
魔
女
、
書
物
で
は

な
く
生
活
が
生
み
出
し
た
魔
女
被
告
、
庶
民
の
突
き
上
げ
に
よ
っ
て
魔
女
に

仕
立
て
上
げ
ら
れ
た
被
疑
者
な
ど
、
こ
う
し
た
魔
女
狩
り
の
犠
牲
者
た
ち
の

姿
で
は
な
く
、
グ
リ
ム
童
話
の
魔
女
は
、
も
っ
と
以
前
の
、
古
代
の
魔
女
信

仰
の
頃
の
魔
女
を
再
現
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。「
赤
い
目
」や「
猫
」や「
石
」

な
ど
古
代
信
仰
と
の
繋
が
り
の
あ
る
も
の
の
み
が
吟
味
さ
れ
て
、
魔
女
と
共

に
出
現
し
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
確
実
な
の
は
、『
グ
リ
ム
童
話
集
』

の
魔
女
は
、『
魔
女
の
鉄
槌
』
の
書
物
に
記
さ
れ
た
魔
女
と
は
異
な
る
と
い

う
こ
と
だ
。
魔
女
裁
判
の
裁
判
官
た
ち
「
学
識
法
曹
」
が
持
っ
て
い
た
「
デ

モ
ノ
ロ
ジ
ー
（
悪
魔
学
）」
と
し
て
の
魔
女
、
す
な
わ
ち
悪
魔
と
契
約
し
て

サ
バ
ト
（
魔
女
集
会
）
で
狂
騒
す
る
淫
ら
な
魔
女
、
男
性
を
性
的
に
誘
惑
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七

「
メ
ル
ヒ
ェ
ン
と
宗
教
教
育
」（
3
）

す
る
魔
女
は
、『
グ
リ
ム
童
話
集
』
に
は
出
現
し
て
い
な
い
。
文
字
文
化
を

所
有
す
る
知
識
階
層
の
持
つ
魔
女
像
と
、
文
字
を
知
ら
な
い
民
衆
の
持
つ

魔
女
像
の
あ
い
だ
に
は
、
大
き
な
ず
れ
が
あ
る
よ
う
に
思
う
（
七
〇
頁
以

下
）。

　
第
二
章
　「
男
の
魔
女
（H

exenm
eister

）
が
出
現
す
る
話
」

　（
1
）　

 「
各
話
の
紹
介
と
解
釈
」
―
― 

本
項
で
は
、「
フ
ィ
ッ
チ
ャ
ー
鳥
」

の
解
釈
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

　
「
フ
ィ
ッ
チ
ャ
ー
鳥
」（K

H
M

 46
）

　

こ
の
話
に
登
場
す
る
男
の
魔
女
は
、
結
婚
相
手
を
求
め
て
娘
を
誘
拐
し
、

「
見
る
な
の
部
屋
」
の
鍵
と
卵
を
渡
し
て
娘
の
好
奇
心
と
従
順
さ
を
テ
ス
ト

し
、
こ
れ
に
失
敗
す
る
と
、
そ
の
娘
の
体
を
切
り
刻
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
こ

の
男
は
害
悪
魔
術
を
行
う
わ
け
で
も
、
ひ
と
を
石
や
木
や
動
物
に
変
身
さ
せ

る
わ
け
で
も
な
く
、
た
だ
、
多
く
の
女
性
を
誘
拐
し
、
レ
イ
プ
す
る
た
め
に

魔
術
を
用
い
て
い
ま
す
。
今
日
の
感
覚
で
捉
え
る
と
、
こ
れ
は
正
真
正
銘
の

誘
拐
殺
人
事
件
で
す
。
こ
こ
に
は
、
古
代
の
魔
女
信
仰
を
思
い
起
こ
さ
せ
る

も
の
は
見
当
た
ら
ず
、
ま
た
近
代
の
魔
女
裁
判
で
処
刑
さ
れ
た
ケ
ー
ス
と
も

微
妙
に
異
な
り
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
魔
女
と
し
て
処
刑
さ
れ
た
男
性
は
、

た
い
て
い
妻
帯
者
か
妻
帯
経
験
者
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

著
者
に
よ
る
と
、
こ
の
未
婚
の
男
性
の
話
の
背
後
に
は
、
結
婚
し
た
く
て

も
主
に
経
済
的
理
由
で
で
き
な
か
っ
た
男
女
の
存
在
と
、
性
衝
動
に
関
す
る

社
会
の
意
識
の
変
化
が
あ
り
ま
す
。
後
者
に
関
し
て
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

た
の
は
、
フ
ィ
ヒ
テ
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
啓
蒙
主
義
の
女
性
観
で

す
。
そ
れ
ま
で
は
、
女
性
は
男
性
と
異
な
り
、
理
性
に
よ
っ
て
感
情
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
苦
手
な
た
め
、
性
的
誘
惑
に
弱
い
存
在
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
性
的
誘
惑
が
ら
み
の
犯
罪
に
お
い
て
は
、
常
に
女

性
だ
け
が
責
任
を
問
わ
れ
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
啓
蒙
主
義
の
時
代
に
な
る
と
、

「
突
然
、
女
は
純
粋
無
垢
で
、
性
的
衝
動
の
な
い
存
在
」（
七
一
頁
）
と
み
な

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
話
に
登
場
す
る
男
の
魔
女
は
、

本
当
に
こ
の
よ
う
な
理
想
を
追
い
求
め
て
、
誘
拐
殺
人
事
件
を
引
き
起
こ
し

た
の
で
し
ょ
う
か
?　

テ
ス
ト
に
合
格
す
る
と
、
三
番
目
の
娘
と
男
の
魔
女

の
力
関
係
は
逆
転
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
の
で
し
ょ
う
か
?　

そ
し
て
そ
の
結
末
は
何
を
意
味
す
る
の
で
し
ょ
う
か
?

　

な
お
、
著
者
は
、（
2
）「
男
の
魔
女
の
話
の
ま
と
め
」
の
な
か
で
、
こ
の

話
の
類
話
で
あ
り
、
か
つ
て
K
H
M
の
初
版
に
も
収
録
さ
れ
、
第
二
版
で
削

除
さ
れ
た
「
青
髭
」（
シ
ャ
ル
ル
・
ペ
ロ
ー
）
の
あ
ら
す
じ
を
紹
介
し
た
後
で
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

　
「
女
の
好
奇
心
は
性
的
好
奇
心
を
指
す
と
さ
れ
て
い
た
頃
、
こ
の
話
が
意

味
す
る
と
こ
ろ
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
使
用
禁
止
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
鍵
を

使
っ
て
、「
見
る
な
の
部
屋
」
を
覗
き
、
そ
の
結
果
、
鍵
に
血
が
つ
い
た
と

い
う
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
娘
が
貞
操
を
守
ら
ず
、
夫
を
性
的
に
裏
切
っ
た
こ
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八

と
を
意
味
す
る
。
あ
え
て
、
心
理
学
的
解
釈
を
待
つ
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

鍵
だ
け
で
な
く
、
ご
丁
寧
に
卵
ま
で
渡
し
て
、
肌
身
離
さ
ず
大
切
に
持
っ
て

い
る
よ
う
に
と
い
う
夫
の
言
葉
か
ら
、
こ
の
小
部
屋
と
は
妻
の
子
宮
を
暗
示

す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
夫
が
留
守
の
間
、
夫
は
妻
に
全
て
の
鍵
を
渡
す
が
、

一
番
小
さ
な
部
屋
の
鍵
だ
け
は
開
け
る
な
と
命
令
す
る
」（
八
八
頁
） 

。

　

こ
の
「
フ
ィ
ッ
チ
ャ
ー
鳥
」
以
外
の
「
男
の
魔
女
が
出
現
す
る
話
」
は
、

著
者
に
よ
る
と
い
ず
れ
も
、
訳
語
と
し
て
は
「
男
の
魔
女
」
と
い
う
よ
り
も

魔
術
師
と
い
う
言
葉
の
方
が
適
切
な
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
彼
ら
の
魔
術

は
、
害
悪
魔
術
で
も
性
的
誘
惑
の
魔
術
で
も
な
く
、
彼
ら
は
、
現
実
の
魔
女

裁
判
で
被
告
と
さ
れ
た
男
の
魔
女
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
「
大
男
と
仕

立
て
屋
」（K

H
M

 183

）
の
話
に
は
、
古
代
の
魔
女
信
仰
に
お
い
て
魔
術
の

道
具
と
さ
れ
た
「
ア
ル
ラ
ウ
ネ
」
が
出
て
く
る
こ
と
か
ら
、
古
代
の
魔
女
信

仰
に
お
け
る
男
の
魔
術
師
に
近
い
存
在
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

な
お
、
歴
史
上
の
魔
女
裁
判
に
お
い
て
、
か
な
り
の
数
の
男
性
が
魔
女
と

し
て
処
刑
さ
れ
る
よ
う
な
っ
た
の
は
、
そ
の
裁
判
の
後
期
に
な
っ
て
か
ら
で

あ
り
、
そ
の
背
後
に
は
、
政
治
闘
争
、
経
済
闘
争
、
相
続
争
い
、
金
銭
上
の

ト
ラ
ブ
ル
、
本
人
や
家
族
の
体
面
な
ど
の
問
題
が
あ
り
、
そ
の
目
的
は
処
刑

者
の
財
産
没
収
、
地
位
剥
奪
、
恨
み
の
報
復
に
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
第
三
章
　「
グ
リ
ム
童
話
の
中
で
魔
女
以
外
で
魔
術
を
扱
う
人
々
」

　

こ
こ
で
は
、
魔
女
以
外
に
魔
術
を
扱
う
人
間
と
し
て
次
の
よ
う
な
人
び
と

が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
「
魔
女
術
（H

exenkunst

）
を
使
う
人
」、

「
女
の
魔
術
師
（Z

auberin

）」、「
男
の
魔
術
師
（Z

auberer

）」、「
魔
法

（Zauber

）
を
使
う
人
」、
そ
し
て
「
賢
女
（w

eise F
rau

）」 

で
す
。
彼
ら
が

登
場
す
る
K
H
M
の
番
号
は
、
す
で
に
こ
の
項
の
最
初
の
部
分
で
紹
介
し
た

通
り
で
す
の
で
、
そ
れ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
ら
全
部
で
一
四
の
話
を
個
別
的
に
取
り
上
げ
て
分
析
し
た
結
果
を
、

著
者
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　
「
グ
リ
ム
童
話
に
描
か
れ
て
い
る
魔
女
以
外
の
魔
術
的
存
在
は
、
い
ず
れ

も
慈
し
み
深
い
父
母
の
よ
う
な
保
護
者
的
愛
情
を
持
っ
て
い
る
。
魔
女
術
を

使
う
継
母
で
さ
え
、
継
子
抹
殺
を
目
論
む
も
の
の
、
実
際
に
は
遂
行
で
き
ず
、

中
途
半
端
な
結
果
に
終
わ
っ
て
い
る
。
愛
情
と
憎
悪
が
引
き
金
と
な
る
魔
女

術
に
は
、
怖
さ
よ
り
母
の
哀
し
さ
が
見
え
て
く
る
。
女
の
魔
術
師
は
、
子
供

の
幸
せ
を
願
っ
て
保
護
し
、
説
教
し
つ
つ
援
助
す
る
の
だ
か
ら
、
母
親
か
ま

た
は
母
親
に
限
り
な
く
近
い
存
在
で
あ
る
。
一
方
、
男
の
魔
術
師
は
、
干
渉

せ
ず
遠
く
か
ら
娘
を
見
守
る
と
い
う
理
想
的
父
親
像
を
具
現
し
て
い
る
。
ま

た
、
賢
女
は
、
対
抗
魔
術
で
魔
術
を
破
る
善
な
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い

る
。「
魔
女
は
悪
、
賢
女
は
善
」
と
い
う
善
悪
二
元
論
に
基
づ
い
た
色
分
け

が
見
え
る
。
こ
の
区
分
は
グ
リ
ム
兄
弟
が
よ
り
明
確
化
し
た
も
の
だ
。
グ
リ
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九

「
メ
ル
ヒ
ェ
ン
と
宗
教
教
育
」（
3
）

ム
兄
弟
は
魔
女
で
は
な
く
て
、
魔
女
以
外
の
魔
術
的
存
在
に
、
よ
り
鮮
明
に

「
豊
穣
神
」
や
「
大
地
母
神
」
と
い
っ
た
古
代
の
神
々
の
「
命
を
恵
み
、育
て
、

開
花
さ
せ
る
」
役
割
を
担
わ
せ
て
い
る
」（
一
四
一
頁
）。

　

こ
の
最
後
の
ま
と
め
の
部
分
は
、
わ
た
し
た
ち
に
ひ
と
つ
の
大
き
な
問
い

を
投
げ
か
け
ず
に
お
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
こ
の
「
善
悪
二
元
論
」
と
『
グ

リ
ム
童
話
集
』
の
読
者
で
あ
る
「
子
ど
も
」
の
関
係
を
、
ど
の
よ
う
に
考
え

る
の
か
と
い
う
問
題
で
す
。

　
「
六
人
の
家
来
」（K

H
M

 134
）
の
解
説
の
な
か
で
著
者
は
こ
う
述
べ
て
い

ま
す
。「
善
も
悪
も
併
せ
持
つ
の
が
人
間
と
い
う
も
の
な
の
に
、
グ
リ
ム
童

話
で
は
、
人
物
が
善
人
か
悪
人
か
ど
ち
ら
か
に
色
分
け
さ
れ
て
い
る
。
魔
女

や
魔
術
師
は
悪
で
、
主
人
公
は
善
と
い
う
わ
け
だ
。
悪
は
、
悪
人
に
そ
そ
の

か
さ
れ
て
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
、
善
人
に
は
本
来
な
い
も
の
と
思
わ
さ
れ
て

し
ま
う
。
女
魔
術
師
の
悪
の
度
合
い
が
、
初
版
よ
り
決
定
版
の
ほ
う
が
は
る

か
に
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
だ
。
本
当
に
強
く
て
賢
い
相
手
が
現

れ
る
ま
で
、
娘
を
手
放
そ
う
と
し
な
い
の
は
、
魔
術
師
ゆ
え
な
の
か
、
母
親

ゆ
え
な
の
か
、
そ
の
判
断
が
難
し
い
と
こ
ろ
だ
」（
一
〇
九
頁
以
下
） 

と
。

　
「
善
も
悪
も
併
せ
持
つ
の
が
人
間
と
い
う
も
の
だ
」
と
い
う
主
張
に
、
た

し
か
に
わ
た
し
た
ち
大
人
は
共
感
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
こ
れ
は

や
は
り
ど
こ
ま
で
も
大
人
の
論
理
で
あ
っ
て
、
子
ど
も
に
は
そ
の
ま
ま
受
け

入
れ
に
く
い
発
想
で
す
。
例
え
ば
、
信
号
機
の
色
が
、
赤
と
青
の
二
色
し
か

な
い
と
す
れ
ば
、
し
か
も
点
滅
に
よ
り
そ
の
切
り
替
え
を
知
ら
せ
る
装
置
が

組
み
込
ま
れ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。
大
人
の
社
会

で
は
、
車
の
問
題
も
あ
り
、
大
混
乱
に
陥
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
幼
稚
園

児
や
小
学
一
年
生
の
場
合
は
、
そ
れ
ほ
ど
困
ら
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
青
が
点
滅
し
、
黄
色
の
代
わ
り
を
す
る
か
ら
、
判
断
に
迷
う
の
で
す
。

子
ど
も
に
は
、
曖
昧
な
中
間
項
の
な
い
「
二
元
論
」
の
方
が
分
か
り
や
す
い

の
で
す
。

　

人
間
の
認
識
の
発
達
は
、
明
ら
か
に
基
本
的
信
頼
に
基
づ
く
健
全
な
「
二

元
論
」
を
基
盤
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
身
に
つ
け
な
い
ま
ま
育
っ
た
子
ど

も
は
、
そ
の
後
の
家
庭
教
育
、
学
校
教
育
、
そ
し
て
社
会
教
育
に
お
い
て
途

方
も
な
い
苦
労
を
背
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
「
二
元
論
」
を

絶
対
的
に
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
認
め
つ
つ
、
さ
ら
に
そ
れ
を
相

対
化
す
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
、
こ
れ

が
教
育
者
に
期
待
さ
れ
て
い
る
重
い
課
題
で
す
。

　

さ
ら
に
、「
昔
話
」
の
様
式
論
の
と
こ
ろ
で
言
及
し
た
、
あ
の
「
中
間
色
」

が
欠
け
て
い
る
と
い
う
話
も
、
わ
た
し
た
ち
の
問
題
と
深
く
関
連
し
て
い
ま

す
。
読
む
言
葉
で
は
な
く
、聞
か
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た「
語
る
言
葉
」は
、

そ
も
そ
も
「
原
色
」
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
、
語
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
子
供
を

対
象
と
す
る
か
ぎ
り
、
語
る
者
は
「
二
元
論
」
の
限
界
を
知
り
つ
つ
、
そ
れ

を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

歴
史
上
の
魔
女
裁
判
に
み
ら
れ
る
悲
劇
は
、
た
し
か
に
こ
の
「
二
元
論
」
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一
〇

が
も
た
ら
し
た
不
幸
な
帰
結
で
す
。
し
た
が
っ
て
常
に
こ
の
危
険
性
を
指
摘

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
が
、「
二
元
論
」を
完
全
に
否
定
し
よ
う
と
す
る
と
、

も
う
一
つ
別
の
「
罠
」
に
は
ま
っ
て
し
ま
う
事
実
は
、
歴
史
が
示
し
て
い
る

通
り
で
す
。
ど
こ
か
で
「
二
元
論
」
が
「
健
全
に
」
機
能
し
な
い
と
、
む
し

ろ
カ
オ
ス
が
生
じ
、そ
れ
を
避
け
よ
う
と
し
て
、か
え
っ
て
独
裁
的
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
呼
び
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　

以
上
が
、
第
一
部
「
グ
リ
ム
童
話
の
中
の
魔
女
」
の
概
要
で
す
。
こ
れ
に

続
く
第
二
部
「
現
実
の
歴
史
の
中
の
魔
女
」
は
、そ
の
標
題
の
通
り
「
魔
女
」

の
歴
史
を
古
代
か
ら
近
代
ま
で
具
体
的
に
跡
づ
け
て
い
ま
す
。
全
体
の
構
成

は
、
第
一
章
「
古
代
の
魔
女
信
仰
」、
第
二
章
「
近
世
の
「
新
し
い
魔
女
」」、

第
三
章
「
魔
女
狩
り
の
犠
牲
者
」、
第
四
章
「
害
悪
魔
術
を
使
う
魔
女
」
の

四
章
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
紙
幅
の
関
係
で
、
残
念
な
が
ら
こ
の
興

味
深
い
第
二
部
の
内
容
を
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
第
三

部
「
グ
リ
ム
童
話
の
魔
女
と
魔
女
狩
り
の
魔
女
被
告
」
と
の
関
連
で
、
次
の

二
つ
の
こ
と
を
取
り
上
げ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
ひ
と
つ
は
、
古
代
の
魔
女
は
「
善
悪
両
面
を
備
え
た
存
在
」
で
し
た

が
、
近
代
の
魔
女
は
「
悪
魔
と
結
託
す
る
存
在
」、「
異
教
を
信
じ
布
教
す
る

存
在
」
と
み
な
さ
れ
、
魔
女
裁
判
で
は
、
魔
女
集
会
に
参
加
し
て
い
た
人
び

と
の
名
前
を
挙
げ
る
よ
う
に
自
白
を
強
要
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
魔
女
裁
判
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
本
と
な
っ
た
『
魔
女
の
鉄
槌
』（
一
四
八
七
年
）
は
女
性
に
対

す
る
不
信
感
と
嫌
悪
感
に
満
ち
て
お
り
、
そ
の
女
性
蔑
視
の
眼
差
し
は
全
巻

を
貫
い
て
い
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
第
四
章
「
害
悪
魔
術
を
使
う
魔
女
」
に
お
い
て
、
五
種

類
の
魔
女
の
例
が
、
つ
ま
り 

① 

「
牛
乳
魔
女
」、
② 

「
病
気
や
死
を
呼
ぶ
魔

女
」、
③ 

「
子
ど
も
を
食
べ
る
魔
女
」、
④ 

「
性
愛
魔
女
」、
そ
し
て 

⑤ 

「
天

候
魔
女
」、の
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
続
く
第
三
部
「
グ

リ
ム
童
話
の
魔
女
と
魔
女
狩
り
の
魔
女
被
告
」
は
、
こ
の
五
つ
の
魔
女
の
タ

イ
プ
が
は
た
し
て
グ
リ
ム
童
話
に
登
場
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
を
検
証
し
て

い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
検
討
結
果
だ
け
を
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。

　
「
牛
乳
魔
女
」

　

こ
の
牛
乳
魔
女
と
は
、
牛
乳
泥
棒
と
、
バ
タ
ー
作
り
に
失
敗
し
て
乳
脂
肪

泥
棒
と
疑
わ
れ
た
女
性
の
こ
と
で
す
が
、
男
性
の
牛
乳
泥
棒
の
話
は
見
当
た

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
こ
の
当
時
、
馬
以
外
の
家
畜
の
世
話
は
す
べ
て
女
性

の
仕
事
で
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
よ
う
に
、
自
ら

の
不
運
を
他
人
の
せ
い
に
し
よ
う
と
す
る
心
理
の
背
後
に
は
、
い
わ
ゆ
る
心

理
的
嫉
妬
だ
け
で
な
く
、
こ
の
時
代
固
有
の
固
定
観
念
が
働
い
て
い
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
「
財
は
常
に
そ
の
総
量
が
一
定
で
あ
る
」
と
す
る
観

念
で
す
。
こ
の
観
念
の
も
と
で
は
、
誰
か
が
豊
か
に
な
る
こ
と
は
、
誰
か
が

貧
し
く
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
し
た
。
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一
一

「
メ
ル
ヒ
ェ
ン
と
宗
教
教
育
」（
3
）

　

こ
の
固
定
観
念
に
つ
い
て
、『
魔
女
に
さ
れ
た
女
性
た
ち
』（
野
口
芳
子
、

小
山
真
理
子
訳
、
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
三
年
）
を
書
い
た
イ
ン
グ
リ
ッ
ト
・

ア
ー
レ
ン
ト
＝
シ
ュ
ル
テ
は
こ
う
述
べ
て
い
ま
す
。「
そ
の
背
後
に
は
、
農

耕
社
会
で
普
及
し
て
い
た
「
財
は
そ
の
総
量
が
一
定
で
あ
る
」
と
い
う
概
念

が
あ
っ
た
。
自
由
に
で
き
る
土
地
お
よ
び
土
地
の
収
穫
や
畜
産
物
な
ど
は
限

度
が
あ
り
、
そ
れ
に
応
じ
て
財
の
総
量
は
一
定
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
体
験

か
ら
知
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
社
会
の
中
で
は
、
ひ
と
よ
り
多
く
の
物
を
手
に

入
れ
た
人
は
、
そ
の
分
、
誰
か
に
損
害
を
お
し
つ
け
た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま

り
、
増
産
は
他
人
の
減
産
の
上
に
達
成
し
た
行
為
で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
、

あ
る
人
の
富
は
他
の
人
の
貧
困
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
に
な
る
」（
二
九
頁

以
下
） 

と
。
な
お
、こ
の
書
物
は
、「
近
世
初
期
ド
イ
ツ
に
お
け
る
魔
女
裁
判
」

に
関
す
る
貴
重
な
資
料
を
前
提
と
し
て
お
り
、
著
者
野
口
の
研
究
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

で
は
、グ
リ
ム
童
話
に
は「
牛
乳
魔
女
」は
出
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。「
出

て
こ
な
い
」と
い
う
の
が
正
解
で
す
。た
だ
し
牛
乳
が
貴
重
な
食
料
品
で
あ
っ

た
こ
と
は
、
グ
リ
ム
童
話
に
お
い
て
も
話
の
大
前
提
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
病
気
や
死
を
呼
ぶ
魔
女
」

　

こ
の
魔
女
の
出
現
に
つ
い
て
、
著
者
は
次
の
よ
う
な
説
明
を
加
え
て
い
ま

す
。

　
「
魔
女
が
接
触
や
呪
文
や
呪
物
に
よ
っ
て
人
や
家
畜
に
被
害
を
及
ぼ
す
と

い
う
考
え
方
は
、
接
触
や
祝
福
や
聖
物
で
治
す
治
療
魔
術
の
逆
の
論
理
で
あ

る
。
つ
ま
り
治
療
と
害
悪
は
同
じ
も
の
の
表
裏
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
来
、
魔
術
は
善
悪
両
面
を
持
つ
両
義
性
を
含
む
業
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、

善
と
悪
を
二
つ
に
分
け
る
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
善
悪
二
元
論
に
よ
っ
て
、
す

な
わ
ち
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
神
の
国
と
悪
魔
の
国
の
二
項
対
立
論
に
よ
っ

て
、
霊
の
持
つ
両
義
性
が
否
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
…
…　

し
か
し
、
魔
女

狩
り
を
実
際
に
推
し
進
め
た
の
は
支
配
者
当
局
で
は
な
く
、
共
同
体
の
民
衆

の
方
で
あ
っ
た
。
悪
魔
学
の
知
識
か
ら
で
は
な
く
、
災
害
、
疫
病
、
天
候
不

順
と
、
戦
争
な
ど
に
よ
っ
て
疲
弊
と
窮
乏
の
な
か
で
生
活
し
て
い
た
民
衆
が
、

生
存
意
欲
を
失
わ
な
い
た
め
に
、
あ
る
い
は
自
己
弁
護
の
た
め
に
魔
女
告
訴

に
走
っ
た
の
だ
」（
一
八
五
頁
）。

　　

こ
の
説
明
の
な
か
で
、
キ
リ
ス
ト
教
の
善
悪
二
元
論
の
元
凶
は
ア
ウ
グ
ス

テ
ィ
ヌ
ス
で
あ
る
と
の
主
張
に
は
簡
単
に
同
意
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
の
他
の

部
分
に
は
耳
を
傾
け
る
べ
き
も
の
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
で
は
、
グ
リ
ム
童

話
に
は
、
こ
の
よ
う
な
魔
女
が
登
場
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。「
人
に
病
気
を

も
た
ら
し
て
生
死
を
左
右
す
る
魔
女
狩
り
の
魔
女
」
は
、
グ
リ
ム
童
話
に
は

登
場
し
な
い
、
と
い
う
の
が
著
者
の
答
え
で
す
。
グ
リ
ム
童
話
で
は
、
病
気

や
死
を
も
た
ら
す
の
は
神
で
あ
る
ケ
ー
ス
が
大
部
分
で
す
。

̶ ̶74



一
二

　
「
子
ど
も
を
食
べ
る
魔
女
」

　
『
魔
女
の
鉄
槌
』（
一
四
八
七
年
）
で
は
、
こ
の
魔
女
に
な
る
危
険
性
が
高

い
職
業
と
し
て
産
婆
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、現
実
に
は
産
婆
で
は
な
く
、

産
褥
奉
公
人
や
近
隣
の
婦
人
た
ち
が
、
赤
子
の
死
の
責
任
を
問
わ
れ
、
魔
女

と
し
て
告
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
当
時
、
産
婆
は
社
会
に
と
っ
て
必
要
不

可
欠
な
存
在
で
あ
り
、
む
し
ろ
一
般
に
尊
敬
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
い
わ

ゆ
る
嬰
児
殺
し
の
裁
判
は
こ
の
魔
女
裁
判
と
明
確
に
区
別
さ
れ
、
火
刑
は
魔

女
罪
に
の
み
適
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」（K

H
N

 15
）、「
め
っ
け
ど
り
」（K

H
M

 

51

）、「
子
羊
と
小
魚
」（K

H
M

 147

）
に
は
、
た
し
か
に
子
供
を
食
べ
よ
う

と
す
る
魔
女
が
出
現
し
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
未
遂
に
終
わ
っ
て
い
ま
す
。
し

た
が
っ
て
魔
女
神
話
の
赤
子
を
食
べ
る
魔
女
は
、
グ
リ
ム
童
話
に
は
見
当
た

り
ま
せ
ん
。
実
際
に
ひ
と
を
食
べ
る
の
は
、
男
の
魔
女
や
盗
賊
で
あ
り
、
男

が
娘
を
食
べ
る
と
は
、
お
そ
ら
く
レ
イ
プ
の
こ
と
を
指
し
て
い
ま
す
。

　
「
性
愛
魔
女
」

　
『
魔
女
の
鉄
槌
』
が
害
悪
魔
術
と
し
て
真
っ
先
に
挙
げ
て
い
る
の
が
、
こ

の
性
愛
魔
術
で
す
。
そ
れ
は
、
男
を
不
能
に
し
、
女
を
不
妊
に
し
、
夫
婦
の

営
み
を
妨
げ
る
魔
術
、
男
の
性
器
を
取
り
去
る
魔
術
、
愛
情
や
憎
悪
を
起
こ

さ
せ
る
魔
術
で
あ
り
、
と
き
に
は
動
物
へ
の
変
身
の
魔
術
も
こ
れ
に
含
ま
れ

ま
す
。

　

グ
リ
ム
童
話
に
は
、
性
愛
魔
術
に
よ
り
男
性
を
不
能
に
、
ま
た
女
性
を
不

妊
に
す
る
魔
女
は
登
場
し
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
男
が
恋
に
陥
る
の
は
「
女
の

魔
術
」
の
せ
い
で
あ
る
と
す
る
話
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、「
恋

人
ロ
ー
ラ
ン
ト
」（K

H
M

 56

）、「
鉄
の
ス
ト
ー
ブ
」（K

H
M

 127

）、「
歌
う

ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
雲
雀
」（K

H
M

 88

）、「
キ
ャ
ベ
ツ
ろ
ば
」（K

H
M

 122

）、「
太

鼓
た
た
き
」（K

H
M

 193

）の
な
か
に
は
、婚
約
者
ま
た
は
妻
が
あ
り
な
が
ら
、

他
の
女
と
結
婚
し
よ
う
と
す
る
男
が
出
て
き
ま
す
。
な
お
、
現
実
の
魔
女
裁

判
で
は
、
動
物
へ
の
変
身
魔
術
の
ゆ
え
に
告
訴
さ
れ
る
例
は
少
な
い
の
で
す

が
、
グ
リ
ム
童
話
に
は
た
く
さ
ん
出
て
き
ま
す
。
著
者
は
、
こ
の
よ
う
に
魔

女
裁
判
で
は
妄
想
と
み
な
さ
れ
て
い
た
変
身
魔
術
だ
け
が
強
調
さ
れ
て
い
る

事
実
の
背
後
に
、
古
代
に
造
詣
の
深
か
っ
た
グ
リ
ム
兄
弟
の
特
別
な
意
図
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
彼
ら
は
、「
近
世
の
魔
女
裁
判
に
お
け
る

被
告
の
イ
メ
ー
ジ
（
牛
乳
魔
女
、
天
候
魔
女
な
ど
）
を
あ
え
て
消
し
、
古
代

の
豊
穣
の
神
に
近
い
魔
女
像
を
混
入
し
よ
う
と
し
た
」（
二
二
六
頁
） 

と
い

う
の
で
す
。
さ
ら
に
続
け
て
、
著
者
は
こ
う
言
い
ま
す
。

　
「
そ
の
際
、
彼
ら
は
本
来
、
善
悪
両
面
を
持
つ
魔
女
像
を
、
善
悪
二
元
論

に
基
づ
い
て
分
割
し
、
善
い
魔
女
を
「
賢
女
」、
悪
い
魔
女
を
「
魔
女
」
と

し
て
二
分
し
た
の
だ
。
後
か
ら
分
け
た
言
葉
の
上
で
の
分
割
で
あ
る
か
ら
、

魔
女
を
い
く
ら
「
悪
い
」
と
強
調
し
て
も
、
迫
力
に
も
説
得
力
に
も
欠
け
て

し
ま
う
。
グ
リ
ム
童
話
の
魔
女
が
、
変
身
魔
術
と
殺
人
未
遂
を
繰
り
返
す
気
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一
三

「
メ
ル
ヒ
ェ
ン
と
宗
教
教
育
」（
3
）

弱
で
慌
て
者
の
「
独
自
の
魔
女
」
な
っ
て
い
る
の
は
そ
の
せ
い
で
あ
る
。

　

グ
リ
ム
童
話
の
中
の
魔
術
は
、
善
悪
両
面
を
も
つ
者
が
多
い
。
敷
居
魔
術

が
呪
い
を
払
い
、
命
を
救
う
魔
術
と
し
て
現
れ
て
い
る
し
、
ブ
ド
ウ
や
林
檎

な
ど
果
樹
の
実
り
を
左
右
す
る
の
は
、
ひ
き
蛙
や
鼠
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
動

物
が
、
収
穫
を
左
右
す
る
神
的
存
在
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
善

悪
両
面
を
持
つ
豊
穣
信
仰
の
神
々
が
息
づ
い
て
お
り
、
善
と
悪
と
を
区
別
す

る
善
悪
二
元
論
に
基
づ
い
た
キ
リ
ス
ト
教
世
界
観
と
は
別
の
世
界
観
が
存
在

す
る
」（
二
二
六
頁
以
下
） 
。

　

し
か
し
、
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
グ
リ
ム
兄
弟
が
「
近
世
の
魔
女
裁
判

に
お
け
る
被
告
の
イ
メ
ー
ジ
（
牛
乳
魔
女
、
天
候
魔
女
な
ど
）
を
あ
え
て
消

し
」と
い
う
説
明
は
、少
々
問
題
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
あ
え
て
消
し
」

と
言
う
か
ら
に
は
、
す
で
に
グ
リ
ム
兄
弟
の
手
元
に
そ
れ
を
示
唆
す
る
伝
承

資
料
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。
こ
の
想
定
は
、
文
献
学
的
な
根
拠

を
有
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
筆
者
に
は
、
疑
問
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

　
「
天
候
魔
女
」

　

こ
れ
ま
で
の
魔
女
の
場
合
と
異
な
り
、
天
候
魔
女
は
、
単
独
で
は
な
く
共

同
し
て
悪
天
候
を
も
た
ら
し
、
社
会
に
害
を
加
え
ま
す
。
そ
の
た
め
天
候
魔

女
は
特
別
に
危
険
な
存
在
と
み
な
さ
れ
、
一
旦
そ
の
嫌
疑
を
受
け
る
と
、
そ

の
女
性
の
家
族
は
何
世
代
に
も
わ
た
っ
て
迫
害
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
そ
も

そ
も
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
魔
女
の
存
在
が
問
題
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
著

者
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
が
入
る
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
大

地
母
神
へ
の
信
仰
が
抑
圧
さ
れ
、
禁
止
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
豊

穣
信
仰
と
豊
穣
儀
式
は
生
き
続
け
た
こ
と
と
関
連
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
根

絶
や
し
に
し
よ
う
と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
側
か
ら
の
企
み
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ

う
な
魔
女
が
生
み
出
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
知
識
人
も
民
衆
も
、
こ
の
魔
女

さ
え
排
除
す
れ
ば
、
社
会
の
安
全
と
安
心
は
回
復
さ
れ
る
と
思
い
込
み
、
特

に
「
社
会
的
弱
者
」
で
あ
る
よ
そ
者
、
寡
婦
、
老
婆
、
貧
民
な
ど
の
要
素
を

備
え
た
女
性
を
、
魔
女
と
し
て
告
発
し
た
の
で
す

　

で
は
、
グ
リ
ム
童
話
に
は
「
天
候
魔
女
」
は
登
場
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
そ
の
答
え
は
、「
現
れ
ま
せ
ん
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
社
会
的
弱
者
に
対
す
る
蔑
視
と
敵
意
は
、「
悪
い
魔
女
」
に
対
す
る
冷

た
い
眼
差
し
と
し
て
生
き
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
魔
女
狩
り
を
推
し
進

め
た
民
衆
と
同
一
の
感
情
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 　

本
項
の
最
後
に
、
グ
リ
ム
童
話
に
対
す
る
著
者
の
深
い
思
い
を
綴
っ
た
文

章
を
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。

　
「
…
…
二
者
択
一
を
迫
る
西
洋
キ
リ
ス
ト
教
社
会
の
論
理
は
、「
正
義
」
を

理
由
に
必
ず
「
悪
」
を
迫
害
す
る
。
し
か
し
、
自
然
界
で
は
そ
の
両
者
は
混

在
し
て
い
る
。
完
全
に
善
な
る
存
在
も
な
け
れ
ば
、
完
全
に
悪
な
る
存
在
も
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一
四

な
い
。
人
間
も
ま
た
そ
う
で
あ
る
。

　

善
悪
両
面
を
持
つ
豊
穣
の
神
々
の
懐
が
広
く
、
全
て
を
包
み
込
む
。
善
に

よ
る
悪
の
制
裁
を
唱
え
る
善
悪
二
元
論
の
一
神
教
の
論
理
か
ら
解
放
さ
れ
る

に
は
、
滅
ぼ
す
こ
と
で
は
な
く
、
生
み
出
す
こ
と
に
心
を
砕
く
豊
穣
の
神
々
、

多
神
教
で
あ
る
大
地
母
神
の
懐
に
抱
か
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

グ
リ
ム
童
話
に
は
そ
れ
ら
古
代
の
豊
穣
の
神
々
、
自
然
の
神
々
の
息
吹
が

随
所
に
感
じ
ら
れ
る
。
グ
リ
ム
童
話
を
読
み
な
が
ら
、
一
人
で
も
多
く
の
人

が
、
一
神
教
で
は
な
く
、
善
悪
両
面
を
持
つ
多
神
教
の
神
々
の
世
界
に
触
れ
、

そ
の
英
知
を
学
ん
で
欲
し
い
も
の
で
あ
る
」（
二
五
四
頁
）。

　

こ
れ
は
す
ば
ら
し
い
結
び
で
す
が
、
筆
者
は
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
日
本
史
に
お
い
て
も
社
会
的
差
別
を
受
け
た
人
び
と
存
在

し
た
こ
と
、
他
民
族
を
蔑
視
の
眼
差
し
で
捉
え
、
植
民
地
支
配
を
正
当
化
し

た
こ
と
、
敗
戦
後
も
自
ら
戦
争
責
任
を
と
ろ
う
と
せ
ず
、
す
べ
て
を
曖
昧
に

し
た
こ
と
、
苦
し
む
難
民
に
今
な
お
手
を
差
し
伸
べ
な
い
こ
と
、
こ
れ
ら
は

た
し
か
な
歴
史
的
事
実
だ
か
ら
で
す
。「
大
地
母
神
の
懐
に
抱
か
れ
」
る
な

ら
ば
、
こ
れ
ら
の
問
題
は
解
決
す
る
、
と
は
と
て
も
思
わ
れ
ま
せ
ん
。
大
地

母
神
へ
の
信
仰
は
、
心
の
問
題
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
社
会

の
あ
り
方
そ
の
も
の
を
問
う
こ
と
は
な
か
っ
た
し
、
こ
れ
か
ら
も
そ
れ
は
期

待
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
も
そ
も
「
一
神
教
か
、
そ
れ
と
も
多
神
教
か
」
と
い
う
問
題
設
定
そ
の

も
の
が
単
純
す
ぎ
ま
す
。
健
全
な
一
神
教
に
は
、「
二
項
対
立
」
の
発
想
だ

け
で
な
く
、「
多
項
共
存
」
の
発
想
と
歴
史
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
キ
リ
ス
ト
教
の
神
は
、三
位
一
体
の
神
で
あ
っ
て
、

単
純
な
一
神
教
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
グ
リ
ム
兄
弟
は
こ
の
問
題
を

ど
の
よ
う
に
考
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。
わ
た
し
た
ち
は
改
め
て
こ
の
問
題
を

問
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、先
に
紹
介
し
た
イ
ン
グ
リ
ッ
ト
・
ア
ー
レ
ン
ト
＝
シ
ュ
ル
テ
著
『
魔

女
に
さ
れ
た
女
性
た
ち
』
に
は
、
い
く
つ
か
の
印
象
深
い
言
葉
が
記
さ
れ
て

い
る
の
で
、
こ
こ
で
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。
そ
れ
は
、
今
後
、
魔
女
問
題
を

考
え
る
者
に
と
っ
て
、
大
い
に
参
考
と
な
る
は
ず
で
す
。

・「
魔
女
信
仰
に
は
文
化
の
違
い
を
越
え
て
共
通
す
る
核
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
」（
II
頁
）。
―
― 

も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
「
共
通
す
る
核
の

よ
う
な
も
の
」
を
さ
ら
に
明
確
に
す
る
た
め
に
、
ア
ジ
ア
と
日
本
に
お
け
る

「
魔
女
信
仰
の
よ
う
な
も
の
」
の
歴
史
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

・「
魔
女
の
基
本
理
念
は
あ
ら
ゆ
る
価
値
や
規
範
の
逆
転
、
つ
ま
り
善
を
覆

し
て
悪
に
し
、
災
害
や
損
害
を
も
た
ら
す
こ
と
で
あ
っ
た
」（
二
三
頁
）。

―
― 
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
価
値
や
規
範
の
逆
転
が
起
こ
る
社
会
の
変

革
期
に
は
、
常
に
「
魔
女
の
よ
う
な
も
の
」
が
現
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
波
に
呑
み
込
ま
れ
つ
つ
あ
る
現
在
、
こ
の
「
魔
女
の
よ

う
な
も
の
」
は
ど
の
よ
う
な
姿
を
と
っ
て
現
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
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一
五

「
メ
ル
ヒ
ェ
ン
と
宗
教
教
育
」（
3
）

・「
魔
女
像
は
、
女
性
の
現
実
生
活
に
根
差
し
た
も
の
が
、
否
定
的
な
も
の

に
歪
曲
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
」（
二
三
頁
以
下
）。「
魔
術
が
も
た
ら
す
害
悪
は
、

被
害
者
に
と
っ
て
は
食
料
の
損
失
、
生
命
力
の
奪
取
、
豊
穣
の
妨
害
と
い
う

形
を
と
っ
た
」（
六
〇
頁
）。
―
― 

も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
魔
女
信
仰
の

発
生
源
は
現
実
生
活
の
カ
オ
ス
に
あ
り
、
天
災
お
よ
び
人
災
に
よ
る
損
失
・

奪
取
・
妨
害
の
体
験
は
、
絶
え
ず
魔
女
の
よ
う
な
存
在
を
生
み
だ
す
可
能
性

と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　 （
2
）　
奈
倉
洋
子

　

奈
倉
洋
子
著
『
グ
リ
ム
に
お
け
る
魔
女
と
ユ
ダ
ヤ
人 

―
― 

メ
ル
ヒ
ェ
ン
・

伝
説
・
神
話
』
は
、
第
I
部
「
グ
リ
ム
の
メ
ル
ヒ
ェ
ン
と
伝
説
の
中
の
魔
女

た
ち
」
と
第
II
部
「
グ
リ
ム
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
像
」
の
二
部
構
成
と
な
っ

て
お
り
、
さ
ら
に
各
部
は
四
章
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
第
I
部
は
、

序
章
「
魔
女
と
い
う
存
在
」
に
続
い
て
、
第
一
章
「
メ
ル
ヒ
ェ
ン
集
の
中
の

魔
女
た
ち 

―
― H

exe, Zauberin, w
eiw

e F
rau 

―
―
」
第
二
章
「『
ド
イ

ツ
伝
説
集
』
の
中
の
魔
女
た
ち 

―
― H

exe, Zauberin, w
eiw

e F
rau 

―
―
」、

第
三
章
「
森
の
中
の
孤
独
な
魔
女
と
群
れ
て
踊
る
魔
女 

―
― 

メ
ル
ヒ
ェ
ン

集
と
伝
説
集
の
中
の
魔
女
の
ち
が
い 

―
―
」、
第
四
章
「
女
神
か
ら
魔
女
へ 

―
― 

ゲ
ル
マ
ン
の
女
神
た
ち
、
ホ
レ
と
ペ
メ
ヒ
タ 

―
―
」
の
四
章
か
ら
、

第
II
部
は
、
序
章
、
第
一
章
「
儀
式
殺
人
（R

itualm
ord

）
伝
説
」、
第
二

章
「
グ
リ
ム
の
メ
ル
ヒ
ェ
ン
集
の
中
の
ユ
ダ
ヤ
人
像
」、
第
三
章
「
グ
リ
ム

の
ユ
ダ
ヤ
人
像
の
背
景
に
あ
る
も
の
」、
第
四
章
「
ヘ
ー
ベ
ル
の
暦
物
語

（K
alendergeschichten

）
の
中
の
ユ
ダ
ヤ
人
像
」
の
四
章
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

著
者
は
、
ま
ず
序
章
「
魔
女
と
い
う
存
在
」
に
お
い
て
、
魔
女
と
は
、
本

来
、
通
常
の
人
間
の
能
力
を
超
え
た
力
を
有
す
る
女
性
を
指
し
て
お
り
、
そ

の
能
力
の
使
い
方
次
第
で
、あ
る
時
は
善
に
な
り
、あ
る
時
は
悪
に
な
る
「
善

悪
両
面
を
併
せ
持
つ
存
在
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
著
者
の

主
な
関
心
は
、
そ
の
魔
女
が
専
ら
悪
の
象
徴
と
み
な
さ
れ
て
行
く
歴
史
を
踏

ま
え
て
、
グ
リ
ム
の
「
メ
ル
ヒ
ェ
ン
集
」
と
「
伝
説
集
」
に
お
け
る
魔
女
像

の
変
化
を
、
各
版
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
語
の
変
化
か
ら
読
み

取
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
第
一
章
「
グ
リ
ム
の
メ
ル
ヒ
ェ
ン
集

の
中
の
魔
女
た
ち
」
は
、各
版
に
で
て
く
る
「H

exe

（
魔
女
）、Zauberin

（
女

魔
法
使
い
）、F

ee

（
妖
精
）、w

eise F
rau

（
賢
女
）」
と
い
う
ド
イ
ツ
語
の

使
用
回
数
と
そ
の
変
化
の
状
況
か
ら
、
次
の
よ
う
な
傾
向
を
読
み
取
っ
て
い

ま
す
。

　
（
1
）　

H
exe

（
魔
女
）
―
― 

① 

グ
リ
ム
兄
弟
が
初
稿
、
初
版
を
経
て
最

終
の
第
七
版
に
至
る
ま
で
、
絶
え
ず
筆
を
入
れ
、
改
稿
を
重
ね
て
い
っ
た
こ

と
は
す
で
に
指
摘
し
た
と
お
り
で
す
が
、
彼
ら
は
そ
の
過
程
で
、
魔
女
の
登

場
回
数
を
増
や
し
、し
か
も
そ
の
残
忍
さ
の
度
合
い
を
強
め
て
い
き
ま
し
た
。

② 

元
来
両
面
性
を
も
っ
て
い
た
魔
女
が
も
っ
ぱ
ら
悪
を
担
う
存
在
と
な
っ

̶ ̶70



一
六

て
い
く
こ
と
は
、
版
を
重
ね
る
ご
と
に
魔
女
と
い
う
語
を
修
飾
す
る
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
語
句
が
多
く
な
る
こ
と
か
ら
も
分
か
り
ま
す
。
著
者
は
さ
ら
に
そ

の
傾
向
を
示
唆
す
る
例
と
し
て
、
第
三
版
か
ら
「
ト
ゥ
ル
ー
デ
お
ば
さ
ん
」

（K
H

M

 43

）
が
メ
ル
ヒ
ェ
ン
集
に
入
れ
ら
れ
た
事
実
と
、「
白
雪
姫
」（K

H
M

 

53

）
の
妃
に
対
す
る
罰
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
ま
す
。「
ト
ゥ

ル
ー
デ
お
ば
さ
ん
」
に
お
い
て
は
、
最
終
的
に
、
被
害
者
の
少
女
を
魔
女
の

呪
縛
か
ら
解
き
放
っ
て
く
れ
る
ヒ
ー
ロ
ー
は
現
れ
ず
、
少
女
は
焚
き
木
に
変

え
ら
れ
た
ま
ま
、
孤
立
無
援
の
な
か
、
ト
ゥ
ル
ー
デ
を
赤
々
と
照
ら
し
出
す

炎
と
な
っ
て
燃
え
上
が
り
ま
す
。
③ 
グ
リ
ム
の
メ
ル
ヒ
ェ
ン
集
で
は
、
継

母
が
魔
女
と
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
す
が
、
こ
れ
も
版
を
重
ね
る

ご
と
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
っ
た
傾
向
で
す
。著
者
は
そ
の
一
例
と
し
て「
白

雪
姫
」（K

H
M

 53

）
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、そ
の
第
二
版
か
ら
、

死
ん
だ
妃
に
代
わ
り
継
母
が
登
場
す
る
話
に
変
え
ら
れ
て
お
り
、
話
の
テ
ー

マ
は
「
母
娘
の
確
執
」
か
ら
「
血
の
つ
な
が
ら
な
い
母
と
娘
の
確
執
」
へ
と

す
り
替
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
三
版
に
な
る
と
こ
の
継
母
が
魔
女
で
あ

る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
著
者
は
こ
の
背
景
に
、「
調
和
あ
る
、
愛

と
思
い
や
り
に
み
ち
た
家
庭
」
と
い
う
当
時
の
理
想
的
な
家
庭
像
を
守
ろ
う

と
す
る
グ
リ
ム
兄
弟
の
思
い
を
読
み
取
っ
て
い
ま
す
。
④ H

exe 

に
は
、 

Zauberin 

や w
eise F

rau 

に
は
見
ら
れ
な
い
「
人
を
殺
し
て
食
お
う
」
と

す
る
属
性
が
み
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
元
来
異
教
徒
が
初
期
キ
リ
ス
ト
教
徒
に

向
け
た
非
難
で
あ
り
、
そ
の
後
キ
リ
ス
ト
教
自
身
が
キ
リ
ス
ト
教
内
の
異
端

に
向
け
た
非
難
で
す
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
に
は
、
異
端
に
対
す
る
恐
怖
感
と

嫌
悪
感
が
み
ら
れ
ま
す
。
⑤ 

グ
リ
ム
の
メ
ル
ヒ
ェ
ン
集
で
は
「
魔
法
を
か

け
る
」
と
い
う
ド
イ
ツ
語
と
し
て
、verw

ünchen 

と verzaubern 

が
用
い

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
両
者
は
明
確
に
区
別
さ
れ
、
前
者
は H

exe 

の
場
合
に

の
み
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。「
語

の
も
つ
本
来
の
意
味
を
考
え
る
と
、verw

ünschen 

に
は
、
あ
る
人
が
い
な

く
な
っ
て
ほ
し
い
と
か
、
あ
る
人
に
何
か
悪
い
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
願
う
と

い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
の
に
対
し
、 verzaubern 

に
は
そ
の
よ
う
な
ニ
ュ

ア
ン
ス
が
な
く
、た
だ
魔
法
を
か
け
る
と
い
う
意
味
に
な
っ
て
い
る
」（
四
七

頁
）。
し
た
が
っ
て verw

ünschen 

の
場
合
に
は
、
魔
法
の
使
い
手
に
悪
意

が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
⑥ Zauberin 

が
罰
を
受
け
て
刑
に
処
せ
ら
れ

る
ケ
ー
ス
は
ま
っ
た
く
な
い
の
に
対
し
、 H

exe 

は
罰
せ
ら
れ
て
刑
に
処
せ

ら
れ
る
の
が
一
般
的
で
す
。H

exe 

が
罰
を
受
け
る
の
は
、
実
際
に
殺
し
た

り
殺
そ
う
と
し
た
り
す
る
場
合
で
す
が
、
そ
れ
に
対
し
て
課
せ
ら
れ
る
残
酷

な
制
裁
は
、
中
世
末
期
ま
で
の
刑
罰
を
反
映
し
て
い
ま
す
。

　
（
2
）　

Zauberin

（
女
魔
法
使
い
）
―
― 

メ
ル
ヒ
ェ
ン
集
に
お
い
てZau-

berin 

が
出
て
く
る
の
は
、「
ラ
ン
プ
ツ
ェ
ル
」（K

H
M

 12

）、「
ヨ
リ
ン
デ

と
ヨ
リ
ン
ゲ
ル
」（K

H
M

 69

）、「
六
人
の
家
来
」（K

H
M

 134

）、「
水
晶
の
玉
」

（K
H

M

 197
）
で
す
が
、
害
を
加
え
る
目
的
で
魔
術
を
使
っ
て
い
て
も
、
前

述
の
如
く
、
罰
を
受
け
て
い
ま
せ
ん
。
著
者
は
こ
こ
で
、
キ
リ
ス
ト
教
以
前

に
活
躍
し
て
い
た
薬
草
の
知
識
の
あ
る
女
性
た
ち
の
働
き
に
つ
い
て
言
及
し
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一
七

「
メ
ル
ヒ
ェ
ン
と
宗
教
教
育
」（
3
）

て
い
ま
す
。

　
（
3
）　

 F
ee

（
妖
精
）
―
― 

メ
ル
ヒ
ェ
ン
集
の
初
版
に
は
、
妖
精
が
登

場
す
る
話
が
二
つ
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
第
二
版
以
降
は
、
そ
れ
ら
も
ド

イ
ツ
語
の Zauberin 

（「
ラ
ン
プ
ツ
ェ
ル
」） 

や die w
eise F

rau 

（「
い
ば
ら

姫
」） 

に
書
き
換
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
妖
精
の
話
は
、
ケ
ル
ト
と
フ
ラ
ン
ス

に
多
く
分
布
し
て
お
り
、
ド
イ
ツ
起
源
の
も
の
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
り
ま
せ

ん
。
そ
し
て
こ
の
妖
精
は
、
善
悪
両
面
を
併
せ
も
っ
た
存
在
と
み
な
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
名
残
は
「
ラ
ン
プ
ツ
ェ
ル
」
と
「
い
ば
ら
姫
」
に
も
見
ら
れ
ま

す
。

　
（
4
）　

 w
eise F

rau

（
賢
女
）
―
― 
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
本
来
魔

女
と
い
う
存
在
の
な
か
に
あ
っ
た
善
悪
の
二
面
性
が
、
版
を
追
う
ご
と
に

別
々
の
存
在
に
分
け
ら
れ
、
ひ
た
す
ら
悪
の
色
彩
を
強
め
て
い
っ
た
の
が
魔

女
で
あ
り
、
こ
れ
と
反
対
に
善
の
役
割
を
果
た
す
の
が
賢
女
で
す
。
ひ
と
に

害
を
与
え
る
黒
魔
術
を
使
う
の
が H

exe 

や Zauberin 
で
あ
り
、
ひ
と
の
た

め
に
な
る
白
魔
術
を
使
う
の
が w

eise F
rau 

で
す
。

 　

で
は
、同
じ
く
グ
リ
ム
兄
弟
の
編
集
し
た
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』
に
お
い
て
、

こ
の H

exe

、Zauberin

、 w
eise F

rau 

は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
問
い
に
答
え
て
い
る
の
が
、
第
二
章
「『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』

の
な
か
の
魔
女
た
ち 

―
― H

exe

、Zauberin

、 w
eise F

rau 

―
―
」
で
す
。

第
一
章
の
形
式
に
従
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
（
1
）　

H
exe

（
魔
女
）
―
― 

伝
説
中
の H

exe 

に
は
次
の
よ
う
な
属
性

が
見
ら
れ
ま
す
。
① 

魔
法
を
使
う
（
一
二
〇
番
、
三
一
七
番
）。
② 

悪
魔

と
結
託
し
、
情
交
す
る
（
一
七
四
番
、
二
五
一
番
）。
③ 

魔
女
が
集
ま
っ
て
、

踊
る
（
二
五
一
番
、
二
五
二
番
）。
④ 

箒
に
乗
っ
て
魔
女
の
集
会
に
ゆ
く

（
二
五
一
番
）。
⑤ 

魔
法
の
薬
草
を
煎
じ
る
（
一
二
〇
番
）。
⑥ 

嵐
を
呼
び

起
こ
し
、
非
供
物
を
台
無
し
に
す
る
（
二
五
一
番
）。
こ
の
な
か
で 

② 

か
ら 

⑥ 

ま
で
の
魔
女
の
特
性
は
、
メ
ル
ヒ
ェ
ン
集
の
魔
女
に
は
ま
っ
た
く
見
ら

れ
ず
、し
か
も
魔
女
狩
り
の
経
典
と
さ
れ
た
『
魔
女
の
鉄
槌
』（
一
四
八
七
年
）

に
挙
げ
ら
れ
た
、
四
つ
の
魔
女
の
要
件
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』
の
魔
女
は
、
中
世
以
降
の
魔
女
像
を
反
映
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。そ
の
四
つ
の
要
件
と
は
、① 

魔
女
は
悪
魔
と
契
約
を
結
ぶ
、

② 

こ
の
契
約
は
、
悪
魔
と
魔
女
の
性
的
交
わ
り
に
よ
っ
て
確
定
的
な
も
の

に
な
る
。
③ 

魔
女
は
、害
を
与
え
る
魔
術
を
使
う
、④ 

魔
女
は
サ
バ
ト
（
悪

魔
が
主
催
す
る
魔
女
の
集
会
）
に
参
加
す
る
、と
い
う
も
の
で
す
。
な
お
『
ド

イ
ツ
伝
説
集
』
の
魔
女
に
は
、
メ
ル
ヒ
ェ
ン
集
の
魔
女
に
見
ら
れ
た
、
人
を

殺
し
て
食
お
う
と
す
る
特
性
は
み
ら
れ
ず
、
こ
の
特
性
は
む
し
ろ
次
の
「
女

魔
法
使
い
」
に
現
れ
ま
す
。

　
（
2
）　

Zauberin

（
女
魔
法
使
い
）
―
― 「
女
魔
法
使
い
」
は
、一
二
一
番
、

二
五
一
番
、
に
登
場
し
ま
す
が
、
そ
の
行
状
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

① 
黒
ヤ
ギ
に
姿
を
変
え
、
自
分
の
も
と
か
ら
離
れ
て
い
こ
う
と
す
る
夫
を

背
中
に
乗
せ
て
、家
ま
で
連
れ
て
帰
る
。② 

農
作
物
を
だ
め
に
す
る
た
め
に
、
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一
八

雹
を
降
ら
せ
よ
う
と
す
る
。
③ 

子
供
を
誘
拐
し
、
切
り
刻
ん
で
煮
る
。
こ

れ
ら
の
行
状
は
、
歴
史
上
の
魔
女
裁
判
で
、
魔
女
と
判
定
さ
れ
た
要
件
に
当

た
り
ま
す
。
メ
ル
ヒ
ェ
ン
集
で
は
、Zauberin 

と
比
較
し
て
、H

exe 

の
方

が
よ
り
悪
い
役
を
担
わ
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
伝
説
集
で
は
、
両
者
の
間
に
差

は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
著
者
は
、
こ
の
伝
説
集
に
見
ら
れ
る
特
徴
の

背
後
に
「
異
端
審
問
の
激
化
」
の
歴
史
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
（
3
）　

w
eise F

rau

（
賢
女
）
―
― 「
賢
女
」
は
、一
五
三
番
、三
八
九
番
、

四
二
五
番
に
登
場
し
ま
す
。
彼
女
ら
は
、
メ
ル
ヒ
ェ
ン
集
の
中
の
賢
女
た
ち

の
よ
う
に
、
魔
法
の
道
具
を
与
え
た
り
し
ま
せ
ん
が
、
よ
り
現
実
的
な
レ
ベ

ル
で
の
預
言
者
で
あ
り
、
助
言
者
で
す
。
こ
れ
ら
の
話
も
、
当
時
の
実
状
を

反
映
し
て
い
る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
メ
ル
ヒ
ェ
ン
集
の
初
稿
と

初
版
に
登
場
し
て
い
た
妖
精
は
、
伝
説
集
に
は
ま
っ
た
く
姿
を
見
せ
て
い
ま

せ
ん
。

　

第
三
章
「
森
の
中
の
孤
独
な
魔
女
と
群
れ
て
踊
る
魔
女 

―
― 

メ
ル
ヒ
ェ

ン
集
と
伝
説
集
の
中
の
魔
女
の
ち
が
い 

―
―
」
は
、
主
に
魔
女
（H

exe

）

に
焦
点
を
絞
り
、
メ
ル
ヒ
ェ
ン
集
と
伝
説
集
に
お
け
る
そ
の
性
格
の
ち
が
い

を
探
る
た
め
に
、
魔
女
の
居
場
所
と
、
そ
の
生
活
形
態
（
単
独
か
集
団
か
）

に
つ
い
て
論
じ
て
い
ま
す
。
著
者
に
よ
る
と
、
メ
ル
ヒ
ェ
ン
集
の
魔
女
の
居

場
所
は
そ
の
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
森
で
あ
る
の
に
対
し
、
伝
説
集
の
魔
女
は

森
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
ま
す
。
中
世
の
人
び
と
に
と
っ

て
森
は
「
得
体
の
し
れ
ぬ
諸
力
が
支
配
す
る
」
異
界
で
あ
り
、
計
り
知
れ
ぬ

恐
ろ
し
さ
を
秘
め
た
場
所
で
し
た
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
伝
説
集
の
魔

女
は
な
ぜ
森
で
は
な
く
、
他
の
場
所
に
棲
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
著
者

の
答
え
を
聞
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
こ
の
問
題
は
、
本
章
で

は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

第
四
章
「
女
神
か
ら
魔
女
へ 

―
― 

ゲ
ル
マ
ン
の
女
神
た
ち
、
ホ
レ
と
ペ

ル
ヒ
タ 

―
―
」
は
、
北
欧
神
話
の
内
容
か
ら
ゲ
ル
マ
ン
神
話
を
再
構
成
し

よ
う
と
し
た
ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ム
の
『
ド
イ
ツ
神
話
学
』
を
手
懸
り
に
、
メ

ル
ヒ
ェ
ン
集
お
よ
び
伝
説
集
に
登
場
す
る
魔
女
の
素
性
を
明
ら
か
に
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
メ
ル
ヒ
ェ
ン
集
の
二
四
番
「
ホ
レ
お
ば
さ

ん
」
と
伝
説
集
の
二
六
九
番
「
荒
く
れ
ベ
ル
タ
が
や
っ
て
く
る
」
が
取
り
上

げ
ら
れ
、
さ
ら
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
州
に
伝
わ
る
伝
説
と
行

列
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ム
に
よ
る
と
、
こ
の
「
ホ
レ
」
や
「
ペ
ル
ヒ
タ
」
は
、

ゲ
ル
マ
ン
の
主
神
ヴ
ォ
ー
ダ
ン
（
北
方
で
は
オ
ー
デ
ィ
ン
と
呼
ば
れ
る
）
に

仕
え
る
魔
女
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
来
は
ゲ
ル
マ
ン
の
女
神
で
あ
っ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
ホ
レ
は
、
ホ
ル
ダ
あ
る
い
は
フ
ル
ダ
と
も
呼
ば
れ
、
本
来

は
糸
紡
ぎ
を
司
る
女
神
で
、
生
命
や
成
長
に
関
わ
る
豊
穣
の
女
神
、
家
事
の

指
導
・
監
督
を
司
る
女
神
、
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
民
間
伝
承

で
は
、
ホ
レ
は
、
雪
を
降
ら
せ
る
、
親
切
で
優
し
く
、
慈
悲
深
い
女
神
で
し
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一
九

「
メ
ル
ヒ
ェ
ン
と
宗
教
教
育
」（
3
）

た
。
ペ
ル
ヒ
タ
も
、
ホ
レ
と
似
た
、
あ
る
い
は
同
一
の
存
在
と
考
え
ら
れ
て

い
た
女
神
で
す
。

　

著
者
は
、
こ
の
ホ
レ
が
メ
ル
ヒ
ェ
ン
集
と
伝
説
集
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に

描
か
れ
て
い
る
の
か
を
検
討
し
た
後
で
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

「
グ
リ
ム
の
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』
に
登
場
す
る
ホ
レ
は
、
き
わ
め
て
多
く
の

性
格
を
も
っ
た
、
多
面
的
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
第
七
番
目
の
、
ホ
レ
が

率
い
る
妖
霊
た
ち
の
行
列
の
行
な
い
を
除
き
、
生
命
、
成
長
に
関
わ
る
豊
穣

の
女
神
、
親
切
で
温
和
な
慈
悲
深
い
、
太
母
神
的
な
存
在
と
し
て
の
ホ
レ
を

髣
髴
と
さ
せ
る
伝
説
が
多
い
。
そ
れ
ら
の
話
に
は
、
否
定
的
イ
メ
ー
ジ
の
ホ

レ
は
あ
ま
り
な
い
。
メ
ル
ヒ
ェ
ン
の
ホ
レ
に
比
し
て
も
、
よ
り
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
い
る
」（
一
〇
五
頁
）
と
。

　

そ
し
て
こ
こ
か
ら
、「
こ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
化
さ
れ
た
後
も
、
ド
イ
ツ

各
地
で
は
、
ゲ
ル
マ
ン
的
異
教
の
話
が
埋
も
れ
て
し
ま
う
こ
と
な
く
伝
説
の

形
で
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
」
と
の
結
論
が
引
き
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
と
と
も
に
、
異
教
の
神
々
は

悪
魔
や
魔
女
と
さ
れ
、
駆
逐
さ
れ
て
行
っ
た
が
、
ド
イ
ツ
の
各
地
に
は
、
ま

だ
ま
だ
異
教
の
神
々
の
話
が
生
き
残
っ
て
い
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

ペ
ル
ヒ
タ
に
つ
い
て
は
、
伝
説
集
の
描
き
方
と
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ザ
ル

ツ
ブ
ル
ク
州
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
ペ
ル
ヒ
タ
行
列
（
男
た
ち
に
よ
る
仮
装
行

列
）
の
ペ
ル
ヒ
タ
像
と
の
違
い
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
ペ
ル
ヒ
タ
行
列
に

は
、「
美
し
い
ペ
ル
ヒ
タ
」
と
「
醜
い
ペ
ル
ヒ
タ
」
が
登
場
し
ま
す
が
、
こ

れ
は
、
冬
と
夏
の
戦
い
、
夜
と
昼
の
戦
い
、
そ
し
て
悪
と
善
の
戦
い
を
象
徴

し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
著
者
に
よ
る
と
、
ペ
ル
ヒ
タ
行
列
の
ペ
ル
ヒ

タ
に
は
、
こ
の
よ
う
に
恐
ろ
し
い
面
と
恵
み
を
も
た
す
面
の
両
面
が
見
ら
れ

ま
す
が
、
伝
説
集
に
は
恐
ろ
し
い
面
し
か
描
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
著
者
は
、

そ
の
理
由
を
探
る
べ
く
、
古
文
書
に
残
さ
れ
た
ペ
ル
ヒ
タ
像
の
変
遷
を
跡
づ

け
て
い
ま
す
。

　

第
II
部
「
グ
リ
ム
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
像
」
は
、
す
で
に
冒
頭
に
お
い
て

紹
介
し
た
よ
う
に
、
序
章
、
第
一
章
「
儀
式
殺
人
（R

itualm
ord

）
伝
説
」、

第
二
章
「
グ
リ
ム
の
メ
ル
ヒ
ェ
ン
集
の
中
の
ユ
ダ
ヤ
人
像
」、
第
三
章
「
グ

リ
ム
の
ユ
ダ
ヤ
人
像
の
背
景
に
あ
る
も
の
」、
第
四
章
「
ヘ
ー
ベ
ル
の
暦
物

語
（K

alendergeschichten

）
の
中
の
ユ
ダ
ヤ
人
像
」
の
四
章
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

序
章
は
、「
一
八
世
紀
中
頃
か
ら
一
八
世
紀
末
に
か
け
て
は
、
ド
イ
ツ
に

お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
歴
史
に
と
っ
て
、
画
期
的
な
時
期
だ
っ
た
」
と
い
う
印

象
的
な
文
で
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
こ
の
時
期
に
モ
ー
ゼ
ス
・
メ
ン
デ
ル

ス
ゾ
ー
ン
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ド
ー
ム
な
ど
の
啓
蒙
主

義
者
た
ち
が
現
れ
、
そ
れ
ま
で
専
ら
否
定
的
に
受
け
止
め
ら
れ
て
き
た
ユ
ダ

ヤ
人
を
積
極
的
に
評
価
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
現
れ
た
こ
と
を
指
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
そ
れ
は
教
養
の
あ
る
一
部
の
人
た
ち
の
間
で
起
こ
っ
た
出
来
事
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二
〇

に
す
ぎ
ず
、
一
般
の
人
び
と
の
間
で
は
、
相
変
わ
ら
ず
ユ
ダ
ヤ
人
は
蔑
視
さ

れ
、
危
険
視
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
著
者
は
、第
一
章
「
儀
式
殺
人
（R

itualm
ord

）
伝
説
」
に
お
い
て
、

ま
ず
民
衆
向
け
の
本
の
な
か
で
ユ
ダ
ヤ
人
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の

か
を
明
ら
か
に
し
、
次
に
そ
れ
を
グ
リ
ム
の
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』
に
み
ら
れ

る
ユ
ダ
ヤ
人
像
と
比
べ
、
最
後
に
、「
儀
式
殺
人
伝
説
」
に
対
す
る
、
ユ
ダ

ヤ
出
自
の
詩
人
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ハ
イ
ネ
の
見
解
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
民
衆
向
け
に
出
版
さ
れ
た
本
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、

一
七
六
〇
年
に
発
行
さ
れ
た
『
徳
に
よ
っ
て
新
た
に
開
か
れ
た
凱
旋
門
。
優

雅
で
教
訓
に
満
ち
た
三
三
の
話
』
で
す
。
そ
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
悪

い
ユ
ダ
ヤ
人
」
の
話
に
は
、
十
二
世
紀
以
来
、
ド
イ
ツ
だ
け
で
な
く
、
イ
ギ

リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
ボ
ヘ
ミ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ロ
シ
ア
な
ど
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
に
広
ま
り
、
二
〇
世
紀
ま
で
生
き
続
け
た
「
ユ
ダ
ヤ
人
の

儀
式
殺
人
伝
説
」
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
伝
説
の
骨
子
と
な
っ
て
い
る

の
は
、
次
の
様
な
内
容
で
す
。
① 

ユ
ダ
ヤ
人
は
、
す
べ
て
の
キ
リ
ス
ト
教

徒
に
対
し
て
敵
意
を
も
っ
て
い
る
こ
と
。
② 

ユ
ダ
ヤ
人
は
、
宗
教
的
儀
式

に
「
子
ど
も
の
血
」
を
必
要
と
す
る
こ
と
。
③ 

ユ
ダ
ヤ
人
は
、
キ
リ
ス
ト

教
徒
の
子
供
を
金
で
買
い
受
け
、
殺
し
て
そ
の
血
を
使
う
こ
と
。

　

で
は
、『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』
で
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

三
五
三
話
「
ユ
ダ
ヤ
の
石
」
お
よ
び
三
五
四
話
「
ユ
ダ
ヤ
人
に
殺
さ
れ
た
乙

女
」
を
読
む
と
、
そ
こ
に
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
子
供
を
多
額

の
金
で
買
い
取
り
、
そ
の
血
を
採
る
た
め
に
殺
し
て
し
ま
う
と
い
う
話
が
そ

の
ま
ま
出
て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』
に
は
た
し
か
に

儀
式
殺
人
伝
説
が
採
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
グ
リ
ム
兄
弟
は
、
こ
れ
ら
の

話
を
実
際
に
あ
っ
た
こ
と
と
し
て
受
け
と
め
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

他
方
、
ユ
ダ
ヤ
出
自
の
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ハ
イ
ネ
（
一
七
九
七

－

一
八
五
六
）
は
、未
完
の
小
説
『
バ
ッ
ヘ
ラ
ッ
ハ
の
ラ
ビ
』
の
冒
頭
部
で
、「
馬

鹿
げ
た
伝
説
」
で
あ
り
、
儀
式
伝
説
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
を
陥
れ
る
た
め
に
計
画

的
に
練
ら
れ
た
作
り
話
で
あ
る
、
と
断
言
し
て
い
ま
す
。
今
日
の
日
本
人
の

眼
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
こ
の
ハ
イ
ネ
の
主
張
は
ま
っ
た
く
そ
の
通
り
で
す
。

し
か
し
長
い
間
、
こ
の
正
常
な
意
識
を
も
ち
え
な
か
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
そ

し
て
そ
こ
で
生
ま
れ
た
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』
と
は
、一
体
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
グ
リ
ム
の
解
説
に
よ
る
と
、
メ
ル
ヒ
ェ
ン
は
よ
り
詩
的
で
あ
る
の
に

対
し
、
伝
説
は
よ
り
歴
史
的
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
別
の

判
断
基
準
が
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
も
そ
も
人
類
は
、
こ
の
「
無

意
識
的
差
別
感
」
を
本
当
に
克
服
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

第
二
章
は
「
グ
リ
ム
の
メ
ル
ヒ
ェ
ン
集
の
中
の
ユ
ダ
ヤ
人
像
」
を
明
ら
か

に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
メ
ル
ヒ
ェ
ン
集
の
決
定
版
（
一
八
五
七
年
）
に

は
、
ユ
ダ
ヤ
人
が
登
場
す
る
話
が
三
つ
あ
り
ま
す
。
七
番
「
う
ま
い
取
引
」、

一
一
〇
番
「
茨
の
な
か
の
ユ
ダ
ヤ
人
」、
一
一
五
番
「
曇
り
の
な
い
お
日
さ

ま
は
、
隠
れ
て
い
る
も
の
を
明
る
み
に
出
す
」
が
そ
れ
で
す
。
な
お
、
メ
ル
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二
一

「
メ
ル
ヒ
ェ
ン
と
宗
教
教
育
」（
3
）

ヒ
ェ
ン
集
の
初
稿
と
初
版
に
の
み
取
り
入
れ
ら
れ
た
「
よ
い
膏
薬
」
に
も
ユ

ダ
ヤ
人
が
出
て
き
ま
す
。

　

一
一
〇
番
の
「
茨
の
な
か
の
ユ
ダ
ヤ
人
」
の
話
は
、
働
き
者
の
下
男
が
、

金
持
ち
の
百
姓
に
三
年
間
奉
公
し
、
わ
ず
か
な
給
金
を
も
ら
っ
て
旅
に
出
る

と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
下
男
は
、
そ
の
旅
の
途
中
で
小
人
に
出
会

い
、
彼
を
助
け
た
お
か
げ
で
三
つ
の
力
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。
ひ
と
つ
は
、

狙
っ
た
ら
何
に
で
も
あ
た
る
吹
き
矢
。
二
つ
目
は
、
そ
の
音
を
聞
く
と
、
だ

れ
で
も
踊
り
だ
さ
ず
に
い
ら
れ
な
く
な
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
。
そ
し
て
三
つ
目

は
、
彼
の
頼
み
ご
と
は
だ
れ
に
も
断
ら
れ
な
い
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
不
思
議
な
三
つ
の
力
を
身
に
つ
け
た
下
男
が
「
長
い
や
ぎ
ひ
げ
を
は

や
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
」
に
出
会
う
と
こ
ろ
か
ら
、
話
は
一
気
に
面
白
く
な
り
ま

す
。
決
し
て
短
く
な
い
話
で
す
の
で
、
こ
こ
で
は
あ
ら
す
じ
だ
け
を
紹
介
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ユ
ダ
ヤ
人
が
、
高
い
木
の
て
っ
ぺ
ん
で
鳴
い
て
い
る
小
鳥
を
捕
ま
え
て
く

れ
る
よ
う
に
下
男
に
頼
む
。
↓
男
の
吹
き
矢
で
射
ら
れ
た
小
鳥
が
や
ぶ
の
な

か
に
落
ち
る
。
↓
そ
れ
を
拾
い
に
ユ
ダ
ヤ
人
が
や
ぶ
の
真
ん
中
に
入
っ
た
こ

ろ
、
下
男
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
引
き
出
す
。
↓
上
着
は
ち
ぎ
れ
、
茨
の
と
げ
に

苦
し
ん
だ
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
や
め
て
も
ら
う
た
め
に
、
お
金

を
指
し
出
す
。
↓
怒
り
の
お
さ
ま
ら
な
い
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
こ
の
経
過
を
町
の

裁
判
官
に
訴
え
る
。
↓
下
男
は
有
罪
と
な
り
、「
首
く
く
り
台
」
に
か
け
ら

れ
る
。
↓
下
男
は
最
後
に
、ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
弾
か
せ
て
く
る
よ
う
に
頼
む
。

↓
裁
判
官
も
、
書
記
も
、
ユ
ダ
ヤ
人
も
、
広
場
に
集
ま
っ
た
人
び
と
も
、
踊

り
を
や
め
ら
れ
ず
、
裁
判
官
は
「
命
は
助
け
て
や
る
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
弾

く
の
を
や
め
て
く
れ
」
と
叫
ぶ
。
↓
下
男
は
ユ
ダ
ヤ
人
に
、
お
金
は
盗
ん
だ

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
白
状
さ
せ
る
。
↓
裁
判
官
は
ユ
ダ
ヤ
人
を
「
首
く
く

り
台
」
に
つ
け
る
よ
う
に
命
じ
、
そ
し
て
ユ
ダ
ヤ
人
は
「
泥
棒
の
罪
」
で
死

刑
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

著
者
奈
倉
に
よ
る
と
、
こ
の
話
の
源
泉
は
一
五
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
の
詩
に

あ
り
、
そ
れ
が
グ
リ
ム
兄
弟
に
届
く
ま
で
の
約
三
百
年
の
間
に
、
主
人
公
は
、

牧
童
↓
お
人
よ
し
の
下
男
↓
修
道
士
↓
ユ
ダ
ヤ
人
、
と
変
化
し
、
最
初
に
登

場
し
て
い
た
「
邪
悪
な
継
母
」
は
い
つ
の
間
に
か
姿
を
消
し
て
い
ま
す
。
し

か
も
メ
ル
ヒ
ェ
ン
集
の
初
版
と
二
版
で
は
、
内
容
も
字
句
も
ほ
と
ん
ど
同
じ

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
八
三
七
年
の
第
三
版
に
な
る
と
、「
長
い
ヤ

ギ
ひ
げ
を
は
や
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
」
と
い
っ
た
具
合
に
、
非
常
に
否
定
的
な
表

現
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
表
現
は
明
ら
か
に
「
悪
魔
」
を
イ
メ
ー
ジ

さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
ず
る
が
し
こ
く
、
強
欲
な
人
間
と
し

て
描
か
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
で
は
、
グ
リ
ム
兄
弟
は
ど
う
し
て
こ
の
よ
う

に
ユ
ダ
ヤ
人
を
よ
り
否
定
的
に
描
く
こ
と
を
選
ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
。

　

第
三
章
「
グ
リ
ム
の
ユ
ダ
ヤ
人
像
の
背
景
に
あ
る
も
の
」
は
、
ま
さ
に
前

章
の
最
後
の
問
い
に
対
す
る
、
著
者
の
答
え
で
す
。
著
者
は
こ
こ
で
、
二
つ
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二
二

の
要
因
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
ひ
と
つ
は
、
一
八
一
三
年
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
対

す
る
解
放
戦
争
後
の
ド
イ
ツ
に
起
こ
っ
た
、
ユ
ダ
ヤ
人
を
も
含
む
異
民
族
全

般
を
排
斥
し
よ
う
と
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
気
運
の
盛
り
上
が

り
、
そ
し
て
一
八
一
九
年
、
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
に
端
を
発
し
た
反
ユ
ダ
ヤ
暴

動
の
広
が
り
、
と
い
っ
た
社
会
的
政
治
的
状
況
で
す
。
も
う
一
つ
の
要
因
と

し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
恩
師
ザ
ヴ
ィ
ー
ニ
が
属
し
て
い
た
「
キ
リ
ス

ト
教
ド
イ
ツ
人
晩
餐
会
」
の
存
在
で
す
。
こ
れ
は
、
ロ
マ
ン
主
義
運
動
を
背

景
と
し
て
、
一
八
一
一
年
ベ
ル
リ
ン
で
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
、
ア
ル
ニ
ム
、
ク

ラ
イ
ス
ト
ら
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
「
精
神
と
真
実
の
新
し
い
騎
士
道
」
を

目
指
す
精
神
運
動
で
、
彼
ら
は
こ
れ
に
よ
り
間
接
的
に
ド
イ
ツ
の
改
革
に
影

響
を
与
え
よ
う
と
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
こ
の
会
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
、
ユ
ダ

ヤ
人
、
そ
し
て
女
性
の
入
会
を
認
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
ザ
ヴ
ィ
ー
ニ
は
、
彼

の
著
書
の
中
で
ユ
ダ
ヤ
人
に
つ
い
て
、
彼
ら
は
「
本
質
的
に
よ
そ
者
で
あ
っ

て
、
そ
れ
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
」
と
述
べ
て
お
り
、
著
者
奈
倉
は
、
グ

リ
ム
兄
弟
も
師
の
ユ
ダ
ヤ
人
観
の
影
響
を
受
け
た
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

第
四
章
「
ヘ
ー
ベ
ル
の
暦
物
語
の
中
の
ユ
ダ
ヤ
人
像
」
は
、
第
三
章
で
紹

介
し
た
思
想
的
、
社
会
的
、
政
治
的
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ユ
ダ
ヤ
人
を

あ
く
ま
で
ひ
と
り
の
人
間
と
し
て
捉
え
た
書
物
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
、聖
書
や
カ
テ
キ
ズ
ム
と
共
に
民
衆
に
愛
さ
れ
た
『
暦
物
語
』

で
す
。
こ
こ
で
は
そ
の
中
か
ら
「
も
う
か
る
な
ぞ
な
ぞ
商
売
﹇
も
う
か
る
謎

か
け
﹈」（
一
八
一
〇
年
）
と
「
寛
容
さ
は
の
の
し
り
に
勝
る
﹇
寛
容
は
誹
謗

に
勝
る
﹈」（
一
八
一
三
年
）
が
引
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
括
弧
の
中
の
訳
は

有
内
嘉
宏
訳
（
J
・
P
・
ヘ
ー
ベ
ル
著
『
ド
イ
ツ
暦
物
語
』
鳥
影
社
、

一
九
九
二
年
）
か
ら
の
引
用
で
す
。

　

著
者
ヨ
ー
ハ
ン
・
ペ
ー
タ
ー
・
ヘ
ー
ベ
ル
は
、
一
七
六
〇
年
五
月
十
日
、

ス
イ
ス
の
バ
ー
ゼ
ル
で
、
同
じ
都
市
貴
族
に
仕
え
る
両
親
の
長
男
と
し
て
生

ま
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
翌
年
、
父
と
生
後
間
も
な
い
妹
を
疫
病
（
恐
ら
く
チ

フ
ス
）
で
失
い
、
一
七
七
三
年
に
は
母
も
失
っ
て
い
ま
す
。
彼
は
自
ら
の
生

い
立
ち
に
つ
い
て
、
次
に
よ
う
に
書
い
て
い
ま
す
。「
わ
た
し
は
貧
し
い
な

が
ら
も
信
心
深
い
両
親
の
も
と
に
生
ま
れ
、
子
ど
も
時
代
の
半
分
を
、
あ
る

と
き
は
貧
し
い
村
で
、
あ
る
と
き
は
名
高
い
町
の
立
派
な
家
並
み
の
中
で
過

ご
し
ま
し
た
。
で
す
か
ら
早
く
か
ら
、
貧
し
い
暮
ら
し
も
豊
か
な
暮
ら
し
も

学
び
ま
し
た
。
で
も
、
私
は
一
度
も
裕
福
だ
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

…
… 

母
は
私
に
祈
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
神
を
信
じ
、神
を
頼
り
、

神
の
遍
在
を
思
う
こ
と
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
…
… 

の
ど
か
な
片
田
舎
で
、

牧
師
と
し
て
実
直
な
人
び
と
の
間
で
暮
ら
し
て
、
死
ぬ
こ
と
が
、
私
の
願
っ

た
す
べ
て
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
生
涯
で
最
も
明
る
い
と
き
も
、
最
も
暗
い

と
き
も
、終
始
願
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
」（
有
内
訳
、二
三
九
頁
以
下
）。

　

ヘ
ー
ベ
ル
は
、
エ
ア
ラ
ン
ゲ
ン
大
学
で
神
学
を
修
め
、
卒
業
後
十
一
年
目

に
母
校
の
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
に
招
か
れ
、
宗
教
、
語
学
、

自
然
科
学
と
幅
広
い
教
科
を
担
当
し
ま
し
た
、
一
八
〇
四
年
か
ら
一
四
年
ま
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二
三

「
メ
ル
ヒ
ェ
ン
と
宗
教
教
育
」（
3
）

で
校
長
を
務
め
、
一
八
一
九
年
に
は
ル
タ
ー
派
地
区
教
会
の
高
位
聖
職
者
お

よ
び
バ
ー
デ
ン
上
院
議
員
に
列
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
村
人
の
前
で
説
教
す
る

と
い
う
願
い
は
か
な
え
ら
れ
な
い
ま
ま
、
一
八
二
六
年
九
月
二
二
日
に
、

六
六
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ヘ
ー
ベ
ル
の
編
ん
だ
『
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
の
家
庭
の
友
』（
一
八
〇
八

－

一
五
、一
九
、
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
・
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
発
行
）
は
、
第
一
部
「
暦

日
表
、
日
の
出
、
日
の
入
り
、
月
齢
、
農
事
歴
」、
第
二
部
「
ニ
ュ
ー
ス
さ

ま
ざ
ま
―
―
冗
談
と
本
気
の
た
め
に
―
―
」
か
ら
成
り
、
最
盛
期
に
は
四
、

五
万
部
発
行
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
も
と
に
選
集
と
し
て
発

行
さ
れ
た
の
が
『
ラ
イ
ン
の
家
庭
の
友
の
宝
箱
』（
一
八
一
一
年
）
で
す
。

こ
の
な
か
で
も
ヘ
ー
ベ
ル
は
暦
物
語
に
だ
け
的
を
絞
ら
ず
、
逸
話
、
笑
話
、

た
と
え
話
、
続
き
物
、
と
い
っ
た
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
を
ち
り
ば
め
、

全
体
に
変
化
を
も
た
せ
て
い
ま
す
。
彼
の
編
集
に
は
「
変
化
（
意
外
性
）
の

原
則
」
が
貫
か
れ
て
い
る
と
さ
れ
、
今
な
お
新
し
い
選
集
が
刊
行
さ
れ
、
中

に
は
ド
イ
ツ
の
国
語
の
教
科
書
に
採
用
さ
れ
て
い
る
作
品
も
あ
り
ま
す
。

　

著
者
奈
倉
は
、
こ
の
ヘ
ー
ベ
ル
の
作
品
に
見
ら
れ
る
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
的

性
格
の
背
後
に
、
グ
リ
ム
兄
弟
の
場
合
と
同
様
に
、
そ
の
置
か
れ
た
時
代
的

状
況
の
影
響
が
あ
り
、
ヘ
ー
ベ
ル
と
グ
リ
ム
兄
弟
の
違
い
は
、
両
者
の
時
代

状
況
の
違
い
で
も
あ
る
と
説
明
し
て
い
ま
す
。
ヘ
ー
ベ
ル
が
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム

時
代
か
ら
過
ご
し
た
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
は
、
農
奴
制
を
廃
止
し
た
啓
蒙
君
主

と
し
て
有
名
な
カ
ー
ル
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
が
収
め
た
町
で
あ
り
、
若
き
ヘ
ー

ベ
ル
は
啓
蒙
主
義
的
寛
容
と
平
等
の
思
想
に
強
く
影
響
さ
れ
、
ウ
ィ
ー
ン
体

制
後
の
復
古
期
に
あ
っ
て
も
、
彼
は
リ
ベ
ラ
ル
な
啓
蒙
主
義
的
精
神
を
も
っ

て
生
き
続
け
た
、
と
い
う
わ
け
で
す
。
こ
れ
に
対
し
、
ヘ
ー
ベ
ル
よ
り
後
に

生
ま
れ
た
グ
リ
ム
兄
弟
が
青
年
時
代
を
送
っ
た
一
九
世
紀
初
頭
は
、
ナ
ポ
レ

オ
ン
の
侵
攻
に
抗
し
て
、
ド
イ
ツ
人
の
民
族
意
識
を
鼓
舞
す
る
動
き
が
強

ま
っ
た
時
代
で
あ
り
、
啓
蒙
主
義
や
古
典
主
義
の
掲
げ
た
人
類
愛
、
寛
容
の

精
神
は
、
そ
う
い
っ
た
勢
い
に
押
さ
れ
て
い
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
、
と
著
者

は
ま
と
め
て
い
ま
す
。
な
お
著
者
が
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
に
関
心
を
寄
せ
る
よ
う

に
な
っ
た
き
っ
か
け
に
つ
い
て
は
、
著
者
の
卒
業
論
文
お
よ
び
修
士
論
文
の

テ
ー
マ
が
「
ユ
ダ
ヤ
出
自
で
あ
る
」
詩
人
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ハ
イ
ネ
で
あ
っ
た

こ
と
が
「
あ
と
が
き
」
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
ハ
イ
ネ
は
そ
の
著
『
流
刑

の
神
々
』
の
な
か
で
、
キ
リ
ス
ト
教
が
布
教
さ
れ
る
以
前
に
信
じ
ら
れ
て
い

た
土
着
の
自
然
宗
教
が
、
異
教
の
神
々
と
し
て
排
除
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

悪
魔
や
魔
女
に
さ
れ
て
い
っ
た
過
程
を
論
じ
て
お
り
、
著
者
奈
倉
は
、
こ
こ

か
ら
も
グ
リ
ム
の
メ
ル
ヒ
ェ
ン
集
に
お
け
る
「
魔
女
像
の
変
化
」
の
研
究
に

至
る
刺
激
を
受
け
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

な
お
、
著
者
に
は
「
日
本
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
イ
メ
ー
ジ
の
形
成 

―
― 

「
い
ば
ら
の
中
の
ユ
ダ
ヤ
人
」
の
翻
訳
を
と
お
し
て
」
と
い
う
研
究
論
文
が

あ
り
、
そ
れ
は
奈
倉
洋
子
著
『
日
本
の
近
代
化
と
グ
リ
ム
童
話 

―
― 

時
代

に
よ
る
変
化
を
読
み
解
く
』（
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
五
年
） 

に
収
め
ら
れ
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二
四

て
い
ま
す
。
グ
リ
ム
童
話
の
翻
訳
の
変
遷
が
、
日
本
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
の

イ
メ
ー
ジ
の
形
成
の
歴
史
と
深
く
関
連
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お

り
、
興
味
深
い
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
項
で
取
り
上
げ
た
野
口
芳
子
と
奈
倉
洋
子
に
は
、期
せ
ず
し
て
共
に「
日

本
に
お
け
る
グ
リ
ム
童
話
の
受
容
」
に
関
す
る
強
い
関
心
が
み
ら
れ
、
そ
の

研
究
成
果
は
、
野
口
芳
子
著
『
グ
リ
ム
の
メ
ル
ヒ
ェ
ン
』（
勁
草
書
房
、

一
九
九
四
年
）、野
口
芳
子
著
『
グ
リ
ム
童
話
の
メ
タ
フ
ァ
ー
』（
勁
草
書
房
、

二
〇
一
六
年
）、そ
し
て
奈
倉
洋
子
著
『
日
本
の
近
代
化
と
グ
リ
ム
童
話
』（
世

界
思
想
社
、
二
〇
〇
五
年
）
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
関
心
の
あ
る
方
に
は

ぜ
ひ
そ
れ
ら
の
論
文
を
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、
さ
ら
に
中
山
淳

子
著
『
グ
リ
ム
の
メ
ル
ヒ
ェ
ン
と
明
治
期
教
育
学
』（
臨
川
書
店
、

二
〇
〇
九
年
）
も
お
奨
め
し
ま
す
。
グ
リ
ム
童
話
が
小
学
校
の
教
材
と
し
て

用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
歴
史
的
経
緯
と
そ
の
問
題
点
が
詳
細
に
論
じ
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
後
半
に
添
付
さ
れ
た
二
百
ペ
ー
ジ
に
近
い
資
料
は
、
そ
の

教
材
の
具
体
的
運
用
法
つ
ま
り
教
案
を
知
る
う
え
で
貴
重
な
情
報
源
と
な
る

は
ず
で
す
。
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